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本論は、平成二十一（二〇〇九）年に駒沢学園寺院資料研究センターが収集した元禄十五（一七〇二）年に編纂された弘前城下の曹洞宗寺院
の記録、 『曹洞諸寺院縁起志
　
全』 （以下、 「本史料」と略す。 ）を全文紹介するものである。
　
本史料の内容 序文、反例、 「大檀那仏法帰依縁」 、 「長勝大檀那仏法帰依縁」 、弘前城下の曹洞宗の四十四か寺の開創以来の縁起や歴代住職
などの記録、 「太平山記」 、 「兼平山居伝」のほか、六つの庵の由来があり、最後に革秀寺十一世の顕古元牛の奥書からなる。　
本史料に登場する寺院をみると 長勝寺、耕春院（現在の宗徳寺） 、革秀寺をはじめとする弘前城下の四十四か寺 曹洞宗寺院が登場するが、
これらの寺院は現在 青森県弘前市を中心に存在する。すなわち、本史料は、現在の弘前市を中心とした地域における曹洞宗寺院の展開を明らかにする上で大変貴重な史料といえる。　
本史料の原本はすでに失われているが、本史料は原本の副本である可能性が高い。すなわち、本史料を全文紹介することは、弘前地域 おけ
る曹洞宗の展開を紐解く上で大変有意義なことと判断し、本論において本史料の全文翻刻を試みた。キーワード：曹洞宗、寺院縁起、弘前
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一、はじめに　
平成二十一（二〇〇九）年に駒沢学園寺院資料研究センターでは、
元禄十五（一七〇二）年に編纂された弘前城下の曹洞宗寺院に関する記録、 『曹洞諸寺院縁起志
　
全』 （以下、 「本史料」と略す。 ）を収集し
た。　
本史料の内容は、耕春院十三世の不説黙道の序文、反例、本史料に
収録され 寺院名や門派のリストである「大檀那仏法帰依縁」 、長勝寺十六世の舩叟徒泊（一七一九年没）が記した同寺開基に関する記録「長勝大檀那仏法帰依縁」 、ついで弘前城下の曹洞宗寺院の開創以来の縁起や歴代住職などの記録、そして長勝寺の寺史である「太平山記」 、「兼平山居伝」のほか、六つの庵の由来があり、最後に革秀寺十一世の顕古元牛の奥書がある。ま 、これまでの伝来過程 返り点などの加筆が施されている。　
本史料には、弘前城下の長勝寺、耕春院（現在の宗徳寺） 、革秀寺
をはじめとする四十四か寺の曹洞宗寺院が登場するが、これら 院は、現在の青森県弘前市を中心とする地域に存在する。また、本末関係から分類してみると、通幻派 長松寺とその末寺や孫末の二 か寺、通幻派の耕春院（現宗徳寺）とその末 や孫末二十八か寺 最後に、太源派の隣松寺とその末寺九か寺が登場する。 大部分の 院は、通幻派に属する（三十三か寺） 。　
すなわち、本史料は現在の青森県弘前市を中心とした地域における
曹洞宗寺院や、門 からみれば通幻派の展開を明ら にする上で大変貴重な史料といえる。　
本史料の別本として、 『弘前城下曹洞諸寺院縁起』 （東京都河村孝道
氏所蔵。以下、 『河村本』と略す。 ）がある。 『河村本』はすでに『続曹洞宗全書
　
第十巻
　
寺誌・史伝』 （一九七六年）で全文翻刻されて
いる。 『曹洞宗全書
　
解題・索引』 （一九七八年）によれば、 『河村本』
の原本は、長勝寺十六世の舩叟徒泊が発願し、弘前城下の曹洞宗の四十四か寺の開創縁起と歴代住職などを穿鑿 耕春院十三世の不説黙道が編述し、革秀寺十一世の顕古元牛が書写したものという。そ後、この原本は紛失したため、 『河村本』は寺社方録所で所持していたものを書写し作成されたという。　『河村本』は、現在、駒澤大学図書館で複製本を所蔵しており、内容を確認できる。そこで、本史料と『河村本』の相違点から、本史料がどのような性格の史料か指摘 ておき い。　本史料と『河村本』の相違点について、次の四点が指摘できる。
　
①
　『河村本』では、序文末尾の不説黙道、奥書末尾の顕古元牛の印の部分は、それぞれ「判」 、 「印」と墨書されてある。しかし、本史料では序文末尾の不説黙道（図２） 、 奥書末尾の顕古元牛（図４）の印は、それぞれ「不説」 、 「顕古」の黒印が捺印されてある。また、 「長勝大檀那仏法帰依縁」の末尾にも「大平山長勝寺」印（図３）が捺 されてある。
　
②
　『河村本』の冒頭には、同本の成立までの由来が記述されているが、本史料にはみられない。
　
③
　
本史料のみ「大檀那仏法帰依縁」と「太平山長勝寺」の間に、
元禄十五年七月七日に長勝寺十六世 舩叟徒泊が記述した「長勝大檀那仏法帰依縁」が収録されている。
　
④
　『河村本』では長勝寺の歴代住職の記述で十四代から十六代が
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図２　『曹洞諸寺院縁起志 全』序文（末尾）
図４ 『曹洞諸寺院縁起志 全』奥書（末尾）
図１　『曹洞諸寺院縁起志 全』（表紙）
図３　『曹洞諸寺院縁起志 全』
「長勝大檀那仏法帰依縁」（末尾）
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省略されていように、すべての寺院において歴代住職の記録などで省略部分が多数みられる。しかし、本史料には各寺院の開創から元禄十五年段階までの歴代住職に関する詳細な記録がある。
　
以上のことから判断するに、本史料には不説黙道・顕古元牛や長勝
寺などの、原本を編集した関係者や寺院の印が捺印されていることや、本史料は『河村本』よりも詳細な記述内容であることが指摘でき、本史料は紛失されたとされる原本の副本である可能性が高いと考えられる。　
本史料が副本であること 詳細な検討は、今後の課題とさせていた
だきたいが、その前提として本史料の全文翻刻を試みたい。この作業は、弘前をはじめとする曹洞宗や通幻派などの門派 どの地方展開歴史に新たな視点を提示 上でも大変意義 あることと思われる　
なお、史料の翻刻にあたり一部の固有名詞を除き、史料本文の字体
は原則として常用漢字としたことをお断りしておく。また、史料の翻刻にあたり、鈴木努氏に特段のご教示 賜ったこと、心からお礼申し上げたい。【参考文献】　『続曹洞宗全書
　
第十巻
　
寺誌・史伝』曹洞宗全書刊行会、
一九七六年。
　『曹洞宗全書
　
解題・索引』曹洞宗全書刊行会、一九七八年。
二、 『曹洞諸寺院縁起志
　
全』の紹介（翻刻）
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レ旋
セン
風打
タシテ
而以
テ禦フセガント云ヘリ
之、是
レ
所謂
ル非
ヤ下以
テ二仏法
ヲ一全
二スル
其
ノ体
ヲ一者ヒトニ
上耶、自
レ是崇
二敬
スルコト
格翁
ヲ一、
偏ヒトヘニ
不
レ
異
三ナラ
石
勤ロクガ
之尊
二フニ
仏
図ズ
澄テウヲ
一、
而シカレドモ
石
勤
ガ之孫無
シレ暇
ニレ栄
ルニ
也、
　
公
ノ之孫
 
経ヘテモ
二億万
斯シ
年
ヲ一、猶
ヲ不
ルレ可
ラレ衰ヲトロフ
者
ノハ
、其
ノ実行
邁スキタルコト
二於石勤
ニ一遠トヲイ
哉カナ
、
 
俾シメハ
二若カクノ如ノクヲシテイノチナカヽラ
人寿
二千世
ニ一、則
チ我
ガ法
ノ之興
ル、豈
ニ翅タヽ
三郡
而ノミナランヤ
已哉、慶長十二年
十二月五日卒
シニツシ玉フ
二
病
イニ
于洛陽
ニ一、其
ノ歳四十四、子孫蒙
リ二余祐
ヲ一、身
修
ヲサマリ
家
ヘ斎トヽ
庶ノヘ
民亦
タ豊
ナリ
雖
ドモ一 レ
、
　
公之徳公之功未
ズト
タ丙敢アイテ
勤シルサ
乙于金石
ニ甲、 而不
レ可
レカラ
失
ス二於世
ノ之口
碑ヒニ
一也、我
レ只欲
下スル
挙アゲテ
二仏法帰依
ノ之一事
ヲ一、
耀カヽヤカサント
中
我
ガ宗
ノ
之幸
イヲ
於後世
ニ上者
ノ也ナリ
、
于時元禄十五
龍ホンヤトル
集
二壬午
ニ一夷（七月）
則七日
長勝十六世舩叟徒泊謹書印
（印文・大平山長勝寺）
　
　　
太平山長勝寺
長勝禅寺者
ハ、大永年中所
レナリ
創
スル
也、原
ルニ
　
大織冠
ノ苗裔
　
大浦光信公、
微
ナツシ
時築
二イテ
於種里村
ニ一、使
シムニ
諸士
ヲシテ
専
ラ講ナラワ
レ武
ヲ、其
ノ意
一ヒトヘニ
欲
三スル
并ヘイ
二
呑
セント
八方
ヲ一者
ノカ
乎、病
イ奪
二ツテ
其
ノ志
ヲ一、既
ニ及
フ二属ゾク
纊クロウニ
一、因
ツテ
而嘱
ツケヲ
云
ク、没
後
俾シメテ
三我
カ之
遺ユイ
体タイヲシテ
帯
セ二甲冑
曁ヲヨヒ
螺ラ
貝バイヲ
一、直
ニ須ベシ
ク二立形
ニシテ
而埋葬
ス一也、又
タ
云
ク、我
レ曾
テ以
テ二海蔵寺
ヲ一為
ス
二追
薦ゼンノ
之寺
ト一、然
レトモ
而没後為
ニレ我
カ別
ニ可
トレ
営
ム二一寺
ヲ一、言
イ已
テ易
フレ簀ユカヲ
、于
レ時大永六年十月八日也、於
レ是コヽニ
　
盛信
公請
シ二菊仙禅師
ヲ一、
殯ヒン
殮レン
葬サウ
送、皆
ナ以
ス二法故
ヲ一、法名号
ス二　
長勝隆栄大居
 
士
ト一、然
シテ
後
ニ如
ク二遺ユイ
嘱ゾクノ
一、営
二メリ
一精舎
ヲ於葬
サウ
地
ニ一也、既
ニ及
二ンテ
落慶
ノ之日
ニ一、
而施
シ二田数百歩
ヲ一、
或云五十石
、摘
ツマミ
二取
ツテ
法名
ヲ一、号
シ二長勝寺
ト一、即
チ令
シム三
菊仙
ヲシテ
為タラ
二開山祖
一、蓋
シ菊仙
ハ者越
ノ前州人
ナリ
、得
テ二法
ヲ於春
ノ沢印
ニ一、 五六年来、
―　　―7
韜タウ
二晦クワイス
于茲
コヽニ
一、此
ノ日出世
シテ
道風弥
〳〵
盛
ナリ
、自
リレ是
レ随
イ一　
太守
ノ之所
ニ
　
一 レ
築
ク、
移
シ二境
ヲ堀越
ニ一、亦
タ移
ス二吉田
ニ一、其
ノ間
　
当家不
レ衰オトロヘ
不
レ栄サカヘ
、
施ヒイテ
及
二ベリ
　
為信公
ニ一也、公
ハ也者
　
光信公
ノ之玄孫、
　
為則
ノ公
ノ之長男、当寺
ノ之中
興開
基キ
也ナリ
、当
二ツテ
此時
一而三郡全
ク収
メ二于
掌タ
一 ロニ
、
波ナゴリマサニ
且ス
レ浸ヲカサント
二隣境
ヲ一、　
公講
 
武
ノ之暇
マ、
就ツイテ
二長勝八世格翁和尚
ニ一、而
時ヨリ〳〵
参
二窮
ス普フ
化ケ
鈴レイ
鐸タク
之ノ
話ワヲ
一、
 
因
ツテ
而命
シテ
云
ク、我
レ百年
ノ之後、可
レ繋カク
二一鐸
タク
子
ヲ於
　
影堂及
ヒ　
牌ハイ
前
ニ一、
必勿
レレト
忘
ルヽコト
矣、 其
ノ鐸スヽ
繋カヽツテ
而在
リ二于今
ニ一、爾
シカツシヨリ
来
タ崇ソウ
二敬ケウスルコト
格
翁
ヲ一、
邁スキタリ
二
于尋常
ニ一、
増マシ
レ田
ヲ、
或云百五十石
、広
メレ境
ヲ殿堂
モ又
タ改
メ造
ル者
ノ多ヲヽシ
矣、翁既
ニ倦ウンテ
二寺
 
務
ニ一強シイテ
退ツイ
院
ス、
　
公
モ亦
タ不
レ快コヽロヨカラ
、
就ツケトモ
二
医
ニ于洛陽
ニ一、而
竟ツイニ
無
レフシテ
療イユルコト
、以
テ二慶長十二年十二月五日
ヲ一、卒
二シ玉フ
于旅館
ニ一、相
イ従
フ者
ノ一寺
ニ
火葬
シテ
、齎
ツヽミ
二　
貴骨
ヲ於故郷
ニ一、改葬
シテ
以
テ勤
二茶ダ
毘ビノ
之法
ヲ一、以
テ二　
公
ノ之平
日帰依僧
一ナルヲ
、俾
シム
三退ツイ
院老僧
ヲシテ
為タラ
二秉ヒン
炬コノ
之導師
一、法名奉
レレリ
号
シ二　
瑞祥院
殿天室源棟公大居士
ト一也、葬事既畢
ヲワリ
、建
タテ
二　
高廟
ヲ於革秀寺
ニ一、安
二置チス
　
尊像
ヲ於長勝寺
ニ一、
迄イタルマテ
二于
今
ニ一奉ホウズ
二如在
ノ供ク
養ヤウヲ
一焉、自
リレ是
レ　
信牧公不
レ
厭イトウ
巨
費ヒヲ
於建立
ニ一、修
二成
シ草
業ゲウヲ
一、
張ハリ
二皇ヲヽイニス
幽眇
ヲ一、慶長十五年、移
二　
城
ヲ弘前
ニ一、
相
尋ツイテ
移
ス二長勝寺
ヲ於郭外
ニ一、其
ノ余
ノ寺院、
索サツ
二居
スル
四方
ニ一者
ノ、聚
シメテ
而
置ヲキ
二
於左右
ニ一、 仏殿山門尽
レシテ
美
ヲ結搆
ス、
　
公既
ニ卒
二シ玉フ
病
イニ
于江府
ニ一、 雖
三トモ
有
レツテ
由
シ而葬
二ルト
於天台宗
ニ一、 長勝寺
ニモ
亦
タ立
テレ　
牌ハイヲ
建
ツレ　
廟
ヲ、 毎年七月十四日、
一山衆来
シテ
、修
二シテ
大施餓鬼
ヲ一、而以
テ追薦
ス、其
ノ費ツイヘ
自
レ公成
レセリ
之
ヲ、○
且
ツ此
ノ寺
ノ之本山古今不
レ詳
ナラ
、因
レツテ
茲
ニ近年
泝サカノボリ
二
於其
ノ源ミナモトニ
一
、以
テ二加
州宗徳寺
ヲ一、
且シバラク
為
二本寺
ト一、
俟マウ
二春沢
ノ之道場顕露之日
ヲ一而ノ
已ミ
矣、亦
タ僧
禄職
ノ之事、非
三唯タヽ
受
二ルノミニ
　
太守
ノ之命
ヲ一、兼
テ受
二ケテ
永平寺・総持寺・関
東三箇寺
ノ之令
ヲ一、而至
二マテ
于今
ニ一匡タヽシ
レ徒
ヲ領
レスル
衆
ヲ者ノ
也ナリ
、開山菊仙印和尚、
二代松澗菊和尚、越前
ノ州人、弘治二年、受
二ケテ
輪次
ノ之請
ヲ一、従
リ二亨（享）
徳寺
一
住
ス二於丹州永沢寺
ニ一、 三代密田宥和尚、当地人也、四代独心奕和尚、出
処同
レ前、五代心庵旭和尚、生縁不
レ詳、六代桂山嫰和尚、当地人也、
七代直翁道和尚、 仙台人、
　
勅
シテ
特
ニ賜
フ二仏超北皓禅師
ト一、 八代格翁逸和尚、
近江人、
　
勅
シテ
特
ニ賜
フ二義鑑増輝禅師
ヲ一、其
ノ為
レナリ
人
ト也、不
レ誇ホコラ
二栄利
ニ一、
不
レ藐カロシシメ
二
貧賎
ヲ一、
唯タヽ
法
ノミ
維コレ
務
ム、故
　
太守立
テヽ
而称
シレ師
ト、庶人尊
ンテ
而
 
為ス
レ仏
ト、臨終
ノ之日 挙
レツテ
世有
リ二失国宝
ノ之歎
タン
一、宜
ナル
哉カナ
、九代仁室恕和尚、
羽州人也、十代然庵突和尚、生国不
レ詳
ナラ
、十一代独翁宿和尚、武州人、
在住之中
　
信牧公新
ニ建タツ
二山門
ヲ一、独翁為
ツクル
レ記、八月四日唱
レヘテ
偈
ヲ終
ル焉、
其偈云、徹徹徹本
ト、自然倒
サカシマニ
入
ル二黄クワウ
泉
ニ一、如
シレ箭ヤノ
、
伝ル者ノ
二ル
第三句
一ヲ
、花
ハ在
リレ樹キニ
、
月
ハ在
レ川
ニ、十二代蛇鷦龍和尚、当地人、
退ツイ
院
ノ之後、相
イ従
フ者
ノ唯一
僕ノ
耳ミ
、
預アラカシメ
知
リ二死
期ゴヲ
一、浄衣
沐モク
浴ヨク
、自
ラ読
ミ二懺セン
法
ヲ一、
手テツカラ
調
ヘ二葬サフ
具グ
ヲ一、安然
トシテ
閉トツ
レ目
ヲ、十三代在州宅和尚、当地人
ナリ
、此
ノ師在住
ノ之比
コロヲイ
、当境内客
院
ノ之前、栽
ウエテ
レ桜
ヲ為ナス
二列樹
ト一、春来満花
ノ之節 来
リ見
ル者
ノ日ヒヽニ
数百人、歌
舞乱
リ二梵ホン
貝ハイ
一、酒食
シイ
妨サマタリ
二道業
ヲ一、人皆
ナ謂イヘリ
レ無
レ益
二于法
ニ一也、於
レイテ
是コヽニ
乎、在
州与
二衆僧
一、
勠アワセ
レ力
ヲ鑿ホリ
穿ウカツテ
、
捨ステ
之
換カフルニ
之以
レテス
杉
ヲ、有
リ下古人自
ラ栽
テ二移
 
松
ヲ一与タメニ
二山門
ノ一為ナシ
二境致
チト
一者
上、雖
トモ
古今隔
一ルト
、同一類
ノ之人
カ乎、十四代聖
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眼祝和尚、当地人、其意
ロ柔和
ニシテ
、而為
ニレ世
ノ用
ラル
、故
ニ寺
ノ之繁栄、
 
絶
二勝
ス古今
ニ一、新造
リ二書院
ヲ一、又改
二衆寮
ヲ一、 十五代善巌積和尚、羽州人、
寿コトフキ
六十九
ニシテ
而終
ル焉、火葬之灰、五色得
二ルコト
舎利
ヲ一、無数其
ノ色加
シ二黄
金
ノ一、十六代舩叟泊和尚、当地人、新立
二方丈作
リ土蔵
ヲ一、又新安
ス一開山
老和尚之像
ヲ一、又改
ム二先住僧
ノ数代
ノ之塔
ヲ一、又改
二造本尊釈迦 ・脇士文殊 ・
普賢像
一也、
　
太守信政公寄進也、当境内
　
影堂、○牌堂、○廟塔、
○仏殿、○経堂、○庫裡、○仏具蔵、○山門、○中門、○総門、○鎮守堂、○塀 柵、○廻廊、○山門前後
ノ橋、寺庵通路橋、○其外下
馬札、衆寮
ノ厠カワヤ
等、自
　
公建之、纔
モ有
レレハ
所
ロレ損スル
、則
チ主
ルレ事
ヲ者加
フ二修理
ヲ一
焉、　　
長福山耕春院
耕春院
ハ者、為
二メニ
　
武田紀伊
ノ守守
モリ
信公
ノ一、天正年中於
二イテ
堀越村
ニ一建
ツレ之
ヲ、
蓋
シ　
守信公
ハ者、
　
為則公
ノ之弟、為信公
ノ之実父
也ナリ
、永禄十年卒
二シ玉フ
于南部桜
ラ庭バ
城
ニ一、 法名号
ス二　
祖岑
シン
寿宗大居士
ト一、 因
レツテ
茲
レニ
　
為信公、及
レンテ
長ヒトヽナリ玉フニ
告
テ二諸士
ニ一云
ク、我
レ曾
テ欲
レスルニ
薦スヽメント
二亡父母
ヲ一、累
シキリノ
年
シ無
シレ暇
マ二戦務
ムニ
一、
今
マ幸
ニ国家閑
暇カナリ
、欲
ス三為
メニ
之
営イトナマント
二
両
梵ボン
刹セツヲ
一可
ナランマ
也耶、左右皆
ナ称
スレ
好
シト
、因
ツテ
先
ツ建タテ
二耕春院
ヲ一、
尋ツイテ
立
ツ二貞昌寺
ヲ一、
浄土宗
、各
〳〵
俾シメ
三高僧
ヲシテ
董タヽサ
二
 
其
ノ席
ヲ一、施
ス二田数頃
ヲ一、
耕春院百石
、蓋
シ耕春開山明室
ハ者、越
ノ後州人、玉宗八
世
ノ之孫
ナリ
也、 及
二ンテ
晩年
ニ一而蒙
リ二　
為信公之鼎
テイ
命
ヲ於田
イナカ
舎舘
タテ
村
ニ一、 住職数年、
寿
キ過
二キテ
古
稀キヲ
一終
ル焉、連室
継ツイテ
居
ル焉、室
ハ也者
　
勅
特ドク
賜シノ
之沙門
ニシテ
也、
而
モ　
信牧公
ノ之帰依僧
ナリ
也、先
サキ
二於是
一ヨリ
矣、
　
為信公
ノ之第二子、卒
二シ玉フ
于江府
一也、信牧公
使シム
二連室
ヲシテ
追
薦ゼンセ
一、自
リレ是
俾シム
三東ヒカシネ
根
一宗
ノ之寺院
ヲシテ
 
属
セ二於耕春門下
ニ一、至
二ルマテ
于今
ニ一、 三仏事・両祖忌・道元忌・臘月七昼
チウ
夜
ノ
之坐禅等、衆来
シテ
相
イ共
ニ行
フ之、其
ノ余
ノ世法
モ亦
タ粗ホヾ
従
フレ令
ニ者
ノナリ
也、慶
長年中、移
ス二境
ヲ弘前
ニ一、素
モトヨリ
属
二スル
於耕春門下
ニ一者、皆
ナ賜
フ二地
ヲ於総門
ノ之
中
ニ一矣、 ○且
ツ耕春院
ハ者、長勝寺同派
ニシテ
、 而玉宗禅師
ノ之末流
也ナリ
、 然
レトモ
而本山未
タレ
詳、是
ヲ
以
間コノコロ
以
テ二
加州宗徳寺
ヲ一、
且シバラク
為
二セリ
本寺
ト一
也、
 
若
シ後来本山出現
セバ
、則約
レスル
還
二ンコトヲ
於其
ノ本
ニ一而ノ
已ミ
矣、開山明室哲和尚、
二代連室奕和尚、当地人也
　
勅
シテ
特
ニ賜タマワレリ
二
弘グ
済道光禅師
ヲ一也、三代
梅翁察和尚、生所同
レ前、四代龍外鑑和尚、生国不
レ詳、五代年室寿和
尚、六代乗山宗和尚、七代桂岩仙和尚、八代中巌堂和尚、四老共
ニ当
地人
ナリ
、就
レイテ
中
ニ堂
ガ之
為ナリ
レ人
ト也、
切セツニ
二于法
ニ一孝
二アリ
于母
ニ一、寿
キ六十余
ニシテ
而終
ル焉、止
二ルコト
遺ユイ
体タイヲ
一三日、拝
スル
者
ノ成市、九代格外逸和尚、当地人、
更アラタメ
二造衆寮
ヲ一、 十代龍心沢和尚、生縁不
レ詳
ラ、
臨リン
終ジウ
ノ之日書
シテ
以
テ備
二フル
于
遺イ
忘ボウ
ニ一者
ノ、自
ラ擕タツサイ
去
リ埋マイ
却
シテ
不
レ貽ノマサ
、其
ノ夜無
レシテ
病
イ終
ル焉、十一代門骨
宗和尚、仙台人、改
メ二作
ル山門及
ビ廻廊
ヲ一、其
ノ費ツイヘ
傍嶋氏
某ナニ
甲カシ
施
セリ
之、
十二代万州龍和尚、能州人
ナリ
、取
二リテ
信
ヲ於人
ニ一、而檀縁益
〳〵
輻アク
輳ソウス
、故
ニ
改
メ二作
リ仏殿
ヲ一、新
ニ建タツ
二書院
ヲ一、
退ツイ
院後終
ル二于近江
ニ一、 十三代不説道和尚、
当地
ノ之産、元禄十三年十二月十五日、仏殿及
ビ蔵経七千余巻、雑書
二千余巻、一時
ニ回禄
ス、惜
乎イカナ
、
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津軽山革秀寺
長勝寺末寺
革秀寺
ハ者、其
ノ古
ヘ長勝八世格翁和尚、隠遁
トンノ
之庵
ナリ
也、旧址
シ
在
リ二於藤先
村
ニ一、慶長年中、換
カフ
二処
ヲ駒越
ニ一、曾
テ　
為信公参
サンジテ
二法
ニ于格翁
ニ一、略
ホヾ
有
リレ所
ロレ
得
ル、是
ヲ以
テ退ツイ
院
ノ之後
モ、不
レ減ゲンゼ
二四事
供ク
養
ヲ一、雖
三トモ
　
公既
ニ卒
二シ玉フト
病
イニ
于洛中
ニ一、葬儀偏
ニ営
ム二於故郷
ニ一、翁以
テ二退ツイ
院
ノ之
服ブクヲ
一、出
テヽ
而
為ナル
二導師
ト一、
因
テレ茲
レニ
　
信牧公、以
テ二庵
ノ之地
ヲ一為ナシ
二　
廟所
ト一、又
タ以
テ二　
廟
ノ之
側カタワラヲ
一
為ナス
二
殿堂建
コン
立
ノ之地
ト一、寺
ラ已
ニ成
ル矣、則
チ名
ケ二津軽山革秀寺
ト一、施
ス二田数頃
ヲ一、
百石、
蓋
シ以
テ二津軽
ヲ一名
ルレ山
ニ者
ノハ
、三郡都
テ括クワテドウスル
嚢者
ノ、　
為信公
ノ之武功
ナリ
也、其
ノ
　
廟建
タツ
二于茲
コヽニ
一示
スレ所ユエンヲ
下以、子孫経
ヘテ
二永年
ヲ一猶
ヲ不
ル
　
上 レ
可
ラレ忘
ル者
ノ乎カ
、毎年七月
五日、使
シムル
三一宗
ノ之師学
ヲシテ
修
セ二大施餓鬼
ヲ一者
ノハ
、薦
二ムトナリ
其
ノ冥メイ
福
ヲ一、其
ノ費ヒ
用ヤウ
皆
ナ従
リレ　
公営
ムレ之
ヲ、開山格翁和尚、二代日山朔和尚、下総人、此
ノ
師禀
ウクルコト
レ質
ヲ異
レナリ
人
ニ、常
ニ無
二シテ
慮知
一、而如
二童児
ノ一、不
レ知
ラ二物
ノ之数
ヲ一、不
レ
察ミ
二人
ノ之色
ヲ一、喜怒不
レ慎ツヽシマ
レ処
ロヲ
、憎愛不
レ依
テレ人
ニ、只
タヽ
従マカセテ
レ
性
ニ放曠
クワウタリ
、
或
ル時有
リ二遠方
ノ之行
一、以
テ下内イルヽ
二銭財
ザイヲ
一者
ヲ上、置
ヲキ
二之
ヲ於広坐
ノ之中
ニ一、自
ラ剪キリ
下
草木
ノ之有
ルレ刺トケ
者
上ノヲ
、 来
リ挿サシハサマンコトヲ
二
其
ノ四面
ニ一云
ク、 恐
クハ
賊難
カタカテント
二
如イカン
之トモス
何ルコト
一、
道
ユイ
了
ツテ
出
デ去
ル、日用
ノ之事
コト
推ヲシテ
之知
レ之、如
クレ斯カクノ
外
カ似
二レトモ
至愚極陋
ノ之
人
ニ一、而内
チ純一
ニシテ
無
シレ偽
リ、於
モレ法亦
タ未ズ
タ二愚ク
昧マイナラ
一、古
ニ云
ク大人
ハ者、不
ルレ
失
セ二其
ノ赤子
ノ之心
ヲ一者
ノト
也、此
ノ人
ノ之謂
イヽ
乎カ
、三代盤庵龍和尚、羽州人也、
四代生三天和尚、当地人也、五代放室鷹和尚、出処同
レ前、六代仁庵
堯和尚、 縁同前、七代証山道和尚、生縁同前、八代白峯田和尚、常
州人也、九代龍中洞和尚、当地人、改
メ二本尊
ヲ一造
ル二須弥檀
ヲ一、 十代彬翁宗
和尚、生縁同前、十一代顕古牛和尚、生国奥州二本松、当境内
　
瑞祥
院殿
ノ之廟并仏殿・中門・橋・稲
イナリ
荷
ノ宮、従
リレ　
公立
ツレ之
ヲ、
　　
蟠龍山隣松寺
本寺不詳
隣松寺
ハ者、亨
（享）
禄年中基
ハシム
二於吉田村
ニ一、慶長年中、移
シ二弘前
ニ一来
ル、開山祖
師
ハ者直顛寿泉、開基檀那
ハ者華厳春公庵主、共
ニ不
レ詳
二ニセ
其
ノ来由
ヲ一也、
其
ノ後又
タ有
リ二木キ
庭バ
ノ袋
ロ、伊勢平
ノ信清
ト云
者、施
二シテ
私産
一ヲ為ナス
二仏供料
ト一、其
ノ
妾メ
蛎クモ
崎ザキ
氏
ノ之女
ムスメ
、信清没
ボツ
後
ニ使シメテ
三画グワ
工
ヲシテ
図ウツサ
二仏涅
ネ
槃ハン
ノ像
ヲ一、寄
ス二于長勝寺
ニ一、
蓋
シ薦スヽムトナリ
二
信清
ヲ一也、可
シレ謂
フ下無
ク二彼此
ノ之
隔ヘタテ
一行
二フト
平等之施
ヲ一者
上ノト
也、于
レ
茲コヽニ
又
タ元禄五年四月四日、
　
太守
ノ之聖善、法名
　
久祥院殿物故
シ玉フ
、
乃
チ建タテ
二廟
ヲ於隣松寺
ニ一、施
二セリ
田数頃
ヲ一、
百石也、
且ソノ
平ウヘ
日所
ノレ愛
スル
之花木移
シ二
 
植
フ于
　
廟
ノ之前後左右
ニ一、想
フニ
夫
レ欲
レスル
世ヨ〳〵ニ
二於甘
棠タウノ
之
遺イ
愛
ヲ一者
ノ乎カ
、又
タ
毎歳七月四日為
二メニ
其
ノ追薦
ゼンノ
一、 自
リレ　
公営
イトナメリ
二
大施餓鬼
ヲ一也、 又
タ隣松寺
ハ者、
此
ノ処
ロ大源一派
ハ
ノ之本寺
ニシテ
也、而其
ノ称
二スル
末寺
ト一者
ノ大小九筒
カ
寺迄
イタルマテ
レ今
ニ、
世事法儀不
レ懈ヲコタラ
勤
ム之、
而シカルニ
住僧
ノ之数
鮮スクナキ
者
ノハ
、或
ハ修行未熟
ノ者、
或
ハ移
ス二席
ヲ於他
ニ一者、皆
ナ無
シレ立
レルコト
牌ハイ
ヲ、是
ヲ以
テ少スクナキ
而ノ
已ミ
矣、属
マノ
日ゴロ
現住雷
峯欲
シレ勧
二ント
業ゴウ
悪
ノ衆生
ヲ一、
募ツノリ
二建タツ
千
躯ク
地蔵堂
ヲ於境内
ニ一、兼
テ安アンズ
二閻エン
魔マ
王等
ヲ一
事コトハ
者、定
メテ
有
ン二于別記
ニ一、開山直顛泉和尚、二代梅英香和尚、武州人也、
三代月寒鶴和尚、当地人
ナリ
、此
ノ師在住十四年、
脇ワキ
不ズ
レ安ヤスンゼ
レ
席セキニ
、
設モフケ
二
 
座
ヲ室中
ニ一、
靠ヨセカケ
二頭
バヲ
柱上
ニ一、工夫一片、更
ニ無
シレ懈ゲ
倦ケン
ノ之色
ロ一也、
大ヲヽ
概ムネ
以
テ
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為ス
レ常
トナ
、没後見
二レバ
其
ノ柱
一ラヲ
、則
チ頭
ヘノ
之
痕アト
印イン
而ジテ
如
シレ窊クホムガ
、諸弟皆
ナ名
二ケテ
坐禅柱
一ラト
、而毎
コトニ
レ随
フ二忌日
ニ一拝
レイスト
之
ヲ云
フ、又
タ此
ノ師退
ツイ
院
ノ之後
預アラカジメ
修
スレ
葬儀
ヲ一、生身入
リレ棺クワンニ
、令
シメテ
二諸弟
ヲシテ
昇カヽ
一遶メクルコト
レ
庭
ヲ三迊
サフ
、令
シメ
三老僧
ヲシテ
唱トナヘ
二
挙ア
火
ノ之偈
ゲヲ
一、念誦読経、移
レシテ
時
ヲ而後
チ、自
ラ出
テレ棺
ヲ来
リ、告
二ケテ
諸弟
ニ一云
ク、
我
カ之
葬サウ
ハ事既
ニ畢ヲワル
、没後必
ス勿
レレト
営
二ムコト
後事
ヲ一矣、凡
ソ人
ノ之没後
ニ、有
リ二
手
沢タク
一焉、有
リ二口コウ
沢
一焉、此
ノ老
貽ノコシテ
二
此
ノ頭ヅ
沢
ヲ一、而
使ルカニ
諸弟
ヲシテ
慕シトワシ
一
与、
 
可
レンマ
不
ルレ振フルワ
乎、其
ノ逆アラカジメ
修
二スル
葬サウ
儀
ヲ一者
ノハ
、厭
フ二諸弟
ノ之煩
ハツライヲ
於厚
コウ
葬
ニ一者
ノ
乎カ
、人皆
ナ謂
二ヘリ
預ヨ
修
ノ之甚
シキ
者ノト
一也、四代喜山悦和尚、五代虎山長和尚、
共当地人也、六代俊鶴良和尚、越前州人、新
ニ造
リ二衆寮・門・祠堂・土
蔵・方丈
ヲ一也、又
タ改
メ二本尊
ヲ一、立
ツ二須シユ
弥ミ
檀タンヲ
一、其
ノ外仏殿・室中等、尽
ク修
復
ス、此
ノ寺
ラ無
シ二　
太守
ノ寄附田
一、至
二ツテ
俊シュン
鶻コツニ
一、而始
メテ
賜
フ二米三十俵
ヲ一也、
至
二ツテ
雷峰
ニ一、改
メテ
成
二レリ
百石
ト一也、七代水岩滴和尚、能州人也、八代雷
ライ
峯
雲和尚、越
ノ後州人、在住
之ノ
中、久祥院殿物故
シ玉フ
、此
ノ僧
秉ヒン
炬コス
、自
リレ
 
是
レ寺益
〳〵
興
ル焉、因
ツテ
而成
ル二中興開山
ト一也、
　　
長雲山藤先寺
耕春院末寺
　
藤先寺
ハ者、天正年中
ニ所
レナリ
創
スル
也、開山中岳衲衣綴
トツ
鉢ハツ
ヲ、而蟄
チウス
二于藤先
村
ニ一、于
レ時
　
為信公
ノ之
　
婦人
ニ有
リ二両弟
一焉、慶長年中、有
レツテ
故而同
 
日
ニ死
ス矣、
　
婦人
二メニ
其
ノ追
薦ゼンノ
一供ク
二養
スルコト
中岳
ヲ一、偏
ニ如
シ二昆コン
季キ
ノ一、其
ノ
比コロヲイ
　
為信公 為
二メニ
羽州大
ヲヽ
山
ノ之城主悪
アク
吉ヨシ
氏ウジカ
一、聊
イサヽカ
有
二レトモ
私通
ノ之事
一、
而世乱未
タレ治
マラ
、処処
ニ設マフケテ
二
新関
ヲ一、鷄鳴
モ亦
タ不
レ容ユルサ
、
　
公
以ヲモイラク
為、乱世
 
使
レイスルコト
僧
ヲ、古
ヘ猶
ヲ有
リト
之、今
マ豈アニヤ
レ不
ンレ然
ラ、乃
チ令シムニ
中
岳ヲシテ
私ヒソカニ
達
セレ書
ヲ、
岳不
レ及
ハ二固辞
一スルニ
、
故コトサラニ
入
ル二難所
ニ一、及
二ンテ
往
イテ
而還
一ルニ
、
過スク
二羽州
盲モウ
鼻ビ
乃ノ
関セキ
ヲ一、関主怪
ミ之、
椅アシトリツノトリキ
桷カク
シテ
劓キル
二其
ノ鼻
ヲ一、岳雖
レトモ
残ソコノフト
二
僧形
ヲ一、以
テレ不
レルヲ
失
セレ
書
ヲ而
為シ
レ幸
イト
焉、漸
ク達
ス二故郷
ニ一、及
レンテ
捧
二クルニ
返翰
ヲ一、
　
為信公欣
抃メン
無
クレ
 
止
ムコト
、而立
トコロニ
賜
フ二田数百歩
ヲ一、
三十石
、於
レ是岳転
テンジテ
レ
庵
ヲ為
レ寺
ト、自
ラ成
二レリ
開山
鼻ビ
祖
一也、
　
公亦
タ有
レ女ムスメ
以
テ二津軽左馬
ヲ一為
ス二一
快クワイ
壻シヨト
一也、慶長八年
四月廿一日、忽爾
トシテ
掩
フレ粧
イヲ
、則
チ建
テ二牌ハイヲ
於藤先寺
ニ一、増
二シテ
田数歩
ヲ一、
七石、
補
フ二香花
ノ之費
ツイヘヲ
一、于
レ時近
コノ
衛ヘ
龍山君偶
〳〵
遷
二ウツサル
于茲
コヽニ
一、聴
二イテ
息女
ノ之訃
ヲ一、
而詠
ジ二倭歌六首
ヲ一追薦
ゼンス
、其
ノ歌伝
フ二于今
一矣、開山中岳哲和尚、越後州人也、
二代察庵寿和尚、上野人也、三代乗山宗和尚、四代桂岩仙和尚、共
ニ
移
ル二于耕春院
ニ一、 五代朔翁龍和尚、六代旨鉄宗和尚 共当地人也、七代
的心伝和尚、八代崇淵伝和尚、二師共
ニ当所人也、九代積秀雪和尚、
十代石橋川 又共当地人也、住僧十代
ノ之中
ニ開山師
ノ之外有
ルレ功
二
于寺
一者
ノハ
旨鉄
ナリ
也、殿堂皆
ナ改
メ作
ル、淵
ハ者唯
タヽ
造
ル二祠堂
ヲ一耳ノミ
、
　　
白華山常源寺
常源寺
ハ者、永禄六年和徳村
ニ基ハシム
レ之
ヲ、開山祖師
継ツイテ
二法
ヲ於
三
ツ目メ
内ナイ
村
ラ金
龍寺
ニ一成
二レリ
末寺
ト一也、及
二ンテ
金龍
没ホツスルニ
一
而終
イニ
失
二セリ
其
ノ拠ヨリトコロヲ
一
也、自
レ是
 
属
二シテ
於耕春院
ニ一猶
ヲ至
レレ
リ今
ニ也、慶長年中、移
ス二境
ヲ弘前
ニ一、
弥イヨ
〳〵
加
ル二于耕
春門徒
ノ之列
ニ一焉、○此
ノ寺
ラ異説多
タヽシ
矣、或
ハ云
ク、其
ノ古
ヘ真言宗
ニシテ
也、
而傍
カタワラニサシ
挟ハサミ
二神道
ヲ一、主
ツカサトリ
二
熊野・稲
イナリ
荷
ノ之社
ヤシロヲ
一也、而
シテ
後
ニ改アラタムト
二宗
ヲ曹サウ
洞トウニ
一、
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或
ハ云
ク、和徳
讃サヌキ
岐
ト云
者
ノ為
二メニ
コウ
妣ヒ
一建
ツト
又
タ云
ク、　
太守為信公為
二メニ
　
紀
伊守守信公
ノ一、
建タテ
以
テ附
二スト
供養田
ヲ一
云
　
　
々、雖
二トモ
是非難
レシト
分
ケ、我
レ粗ホヾ
折セツ
衷チウセン
、
其
ノ始ハシメ
真言宗
ニシテ
而主
ル二神社
ヲ一者
ノ、
丕ヲヽイニ
有
リレ拠ヨリ
焉トコロ
、諸山
咸ミナ
置ヲク
二守護神
ヲ於
境内
ニ一、此
ノ寺
ラ独
リ以
テ二和徳
ノ之稲荷
ヲ一、直
ジキニ
為ナシ
二鎮チン
守
ト一、別
ニ不
レ立タテ
二一社
ヲ一也、
故
ニ其
ノ古
ヘ稲イナリ
荷
ノ之社、有
レツテ
時而為
レ涼スヽシメンガ
二
神慮
ヲ一奏
ス二神カクラヲ
楽
一、必侍
マチテ
二常源
ノ
之主
ヲ一而
シテ
後
ニ始
ムト
之、又
タ毎年正月廿日、熊野
ノ之社司家、請
二シテ
常源之
主
ヲ一、為
レメニ
之
レカ
奏
ス二神カクラヲ
楽
一、其
ノ催過分
ナリ
、若
シ昔時
ミ非
下ンベ
受
二クル
令
ヲ於常源
ニ一
者
上ノニ
、則豈
ニ如
レクナランヤ
此
ノ哉、又
タ讃岐
カ之建
ツト云
之者
ノ、
非ズ
レ無
レキニ
理也、此
ノ
寺
固コ
有ユウ
ノ之田及
ヒ旧
址シ
、共
ニ在
リ二於和徳村
讃サヌキカ
岐
之所
ニ
 
一 レ
領
ズル
、蓋
シ是コヽヲ
以
テ云
フカ
也与、
就ツイテ
レ中
ニ　
為信公為
二メニ
　
紀伊
ノ守守
モリ
信公
ノ一建
ツト云
焉者
ノ、 信疑
ギ
処シヨス
レ半
バヲ
、
我
レ曾
テ聞
二クニ
古老
ノ説
ヲ一云、
　
守信公代
二リ玉イ
舎兄
　
為則公
ニ一、発
二向
シ玉フ
于南
部
桜サクラ
庭バ
城
ニ一、
聿ツイ
ニ不
二ズシテ
振シン
旅リヨシ玉フ
一
、而
卒シユツシ玉フ
因
ツテ
而為
一メニ
其
ノ追
薦ゼンノ
一、
　
為
信公
建タテ
二耕春院
ヲ一、為
二メニ
其
ノ婦人
ノ一営
二ムト
卓昌寺
ヲ一
云
　
　
々、且
ツ貞昌
ハ者
為タメニ
レ婦
ノ建タテ
 
之、常源
ハ者為
レメニ
夫
ノ営イトナム
、其
ノ為タメニスル
レ
婦
ノ者
ノ施租
ソ
多ヲヽシテ
、而為
メニスル
レ
夫
ノ者
ノ施
税ゼイ
、
三十石
、少
スクナカラン
哉ヤ
、或
人ノ
云
ク、
　
為信公及
レンテ
屠ホフルニ
二
讃岐
カ之塁
一ソコヲ
、寺
モ亦
タ
可
シ二破却
ス一也、 然
レトモ
而
　　
公
ハ也者仁勇兼
ネ備ソナワル
、 其
ノ破却
ハ者不
レ及
ハレ云
フニ
之、固
コ
有ユウ
之田
モ不
レ忍
レ奪
フニ
之、伝
イテ
而到
二ルト
于今
ニ一、此
ノ言似
ノレリ
レ有
レルニ
理也、
合
セ記
シテ
伝
レフト
疑キヲ
云
フ、開山中庵壺和尚、勢州人也、二代体岩道和尚、日
向人也、三代陽山碩和尚、当地人也、四代鸑峯鷟和尚、五代仏山道和尚、六代広山沢和尚、七代瀆州岳和尚、共当地人也、八代門骨宗和尚、
寺改作也、移
ル二于耕春院
ニ一、 九代万州龍和尚、又移
ル二于耕春院
ニ一、 十代池鳳
仙和尚、羽州人也、十一代真龍瑞和尚、当地人也、新
ニ作
ル二祠堂
ヲ一、 十二
代一透要和尚、武州人 改
メ二本尊
ヲ一復
ス二方丈
ヲ一、
　　
大浦山海蔵寺
長勝寺末寺
海蔵寺
ハ者、当郡内曹洞一宗
ノ之
権ケン
輿ヨナル
者
ノ乎カ
、雖
二トモ
寺院多
一シト
、而無
シレ
 
先
ナルワ
於是
一ヨリ
也、明応年中、
肇ハシメ
二乎種里村
ニ一移
リ二于堀越村
一、又
タ換
フ二処トコロヲ
於
大浦
坪ツボ
貝カイニ
一、慶長年中、又
タ移
シテ
而
止トヽマル
二
于
茲コヽニ
一矣、
弘前、蓋
シ成
二レル
長勝寺末
 
山
ト一者
ノハ
、開山江山石州花
谷ヤノ
人
ナリ
、従
リ二壮年
ノ之
比コロヨイ
一、親
二炙シヤシテ
於長勝開
山菊仙禅師
ニ一、得
二タリ
蘿ロ
葡フ
ノ禅
ヲ一、猶
ヲ以
テレ董タヽスヲ
二
海蔵
ノ之席
ヲ一、為
二メニ
　
太守盛
信公
ノ一所
二ヲシテ
歯シ
録ロクセ
一、而世出世共
ニ不
二若ヒトナミ〳〵
徒ナラ
一也、是以
テ海蔵先住
ノ之
 
未
タルレ
入
ラ二伝法
ノ之室
ニ一者
ノ、皆
ナ抜バツ
二出
シテ
其
ノ牌ハイヲ
一自
ラ成ナリ
二開山祖
ト一、又
タ成
二レリ
長
勝末
マツ
寺
ト一也、
　
盛信公卒去
ノ之後、建
タツ
二　
牌ハイヲ
於長勝及海蔵寺
ニ一、故
ニ曾孫
　
為信公、施
二シテ
田若
ソコ
干バク
畝ホヲ
一、
三十石
、為
一セリ
修造
ノ之資
シト
一也、初開
ノ之縁遷
セン
移イノ
之
年不
レ詳
二ナラ
于考
一ルニ
、非
レスヤ
闕カケタルニ
耶、開山江山永和尚、二代東岑春和尚、
遠州人也、三代祖室龍和尚、常州人也、四代治庵悦和尚、越州人也、五代祖翁芸和尚、仙台人也、六代天室最和尚、羽州人也、七代真巌天和尚、生縁同
レ前、八代物外逸和尚、仙台人也、九代月秀鶴和尚、南
部人、寺
ラ改
メ作
レリ
也、十代舩叟泊和尚、移
ル二于長勝寺
ニ一、 十一代琥外全
和尚、岩城人也、十二代孤峰秀和尚、当地人也、十三代寂照円和尚、豆州人、元禄十四年改
メ二造
ル本尊釈迦脇
ケウ
士ジ
文殊普賢
ヲ一也、
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三嶽山清安寺
長勝寺末寺
清安寺
ハ者、其
ノ古
ヘ曰
フ二松源院
ト一、天正年中
ニ所
レロナリ
創
スル
也、
原タツヌルニ
二
其
ノ濫ラン
觴シヤウヲ
一、長勝三世密田和尚隠居
ノ之庵
ナリ
也、密田終
シウ
焉エンノ
之後、村民議
ギシテ
云
ク、
庵
ノ之地乱
リニ
不
レ可
ラレ廃ハイス
、高僧
ノ之所
ロレ菅ヤトシヽ
、後
チ必
ズ有
レンカ
興
ルコト
乎、因
ツテ
而
使シム
三在庵和尚
ヲシテ
主
ラ二庵
ノ之事
ヲ一、自
リレ是
レ挙コグツテ
レ
村帰
スルコト
之、猶
コトシ
ヲレ帰
レスルガ
市
ニ也、
其
ノ境
三ミ
嶽タケ
山ヤマノ
之
麓フモト
、
赤アカ
石川
ノ之上
ミ老松一
株チウ
之ノ
苞モト
也ナリ
、是
ヲ以
テ曰
フ二三
嶽ガク
山
松源院
ト一乎、
爰コヽニ
当
リ二通讃住職
ノ之時
ニ一、
　
信牧公之婦人
　
葉縦院殿物
 
故
シ玉フ
、通讃
承ウケタワリテ
二
鼎テイ
命
ヲ一、而
成ナレリ
二葬サフ
主
ト一也、因
レツテ
茲
ニ建タテ
二　
桂林院殿
ノ之
悲母心悦清安大姉
ノ之廟
ヲ於松源院
ニ一、施
二セリ
供養田数百歩
ヲ一也、至
二ルマテ
于
今
ニ一所
ノ二収納
一スル
者
ノ三十三石三斗三升
ナリ
也、後
チ改
ム二名
ヲ清安寺
ト一、開山密
田宥和尚、二代在庵存和尚、当地人也、三代琴南舜和尚、生所同前、四代通讃達和尚、生縁同前、五代露叟滴和尚、相州人也、六代水巌滴和尚、武州人也、七代唯道秀和尚、当地人也、　　
嶺横山梅林寺
長勝寺末寺
梅林寺者、云
フ下其
ノ祖ハシメ
建タチ
二於湯口村
ニ一、慶長年中移
中スト
境
ヲ於弘前
ニ上、於
レイテ
是
ニ盛岡源三郎成
リ二中興開
基キト
一、請
二シテ
長勝八世格翁和尚
ヲ一、
為ナス
二開山
第ダイ
一
祖
ト一、然
レトモ
而此
ノ寺曾
テ無
シ二固有
ノ之常住物
一也、不
レ知
ラ何
ヲ以
テカ
期
二センヤ
永
年
ヲ一哉、
是コレヲ
以
テ盛岡
安ウネメ
女
訴
フ二事
ヲ於
　
太守信吉公
ニ一、公
ノ曰、盛岡
ハ者
岐ワカレテ
二
於我
ガ之先祖
ノ之家
ニ一、而世
ヨ〳〵
忠
二アル
于我
ニ一者
ノナリ
也、忠臣
ノ之所
ロレ為スル
、我
レ其
レ
舎ステシメンヤ
諸、則
チ捨スツ
二田数百歩
ヲ一、
三十石
、自
レ是寺
ラ益
〳〵
興
ル焉、開山格翁逸和尚、
二代道室達和尚、生国不詳、三代群山逸和尚、生縁不詳、四代兀山突和尚、羽州人也、五代根外道和尚、生国不
レ詳
ナラ
、六代傑外祝和尚、
生縁松前 七代不歩歩和尚、当地人也 八 闡猷光 常州人、
 
自
リ二壮歳
一遊学無
シレ倦ウムコト
、
略ホヾ
通
二文字
ノ之学
ニ一、当山中仏経講説
ハ者、蓋
シ
盛
レンナルカ
自
リ此
ノ僧
一乎、九代桂堂長和尚、当地人也、改
メ二本尊
ヲ一造
ル須シユ
弥ミ
 
檀ダンヲ
一、
　　
万松山安盛寺
耕春院末寺
安盛寺
ハ者、
挿サシハサミ
二
草
ヲ於深浦村
ニ一、厥
ノ后移
ス二境
ヲ於堀越村
一、共
ニ不
レ詳
セ二
其
ノ年
ヲ一也、慶長年中移
シ二弘前
ニ一来
レリ
也、雖
トモ
三此
ノ寺素
モトヨリ
有
二リト
古蹟
ノ之名
一、
住僧皆
ナ非
二嗣法
ノ之人
ニ一、所
コノユヘニ
以世代纔
ニ不
ルレ過
二五六人
ニ一耳ノミ
、中
ナカコロノヨ
葉有
リ二服ハツ
部トリ
長門
ト云
者
ノ一、　
信牧公股肱
コウ
之ノ
臣
ナリ
也、而
モ於
二ケル
此
ノ寺
ニ一亦
タ金城湯池
ナリ
也、
曾
テ視
テ二寺
ノ之不
ルヲ一 レ
贍ニキアワ
、施
二シテ
私田
ヲ一以
テ補
フ二庫ク
下
ノ之不
ルヲ一 レ
足
ラ、於
レ是請
二シテ
耕春五世年室和尚
ヲ一、為
ナセリ
開山初祖
ト一也、及
二ンテ
長門没
ホツスルニ
一
、其
ノ子左近致
アヘシテ
レ
仕
イヲ
出
ツ焉、自
レ是寺
ヲ日
〳〵ニ
衰
フ矣、
頃コノ
日ゴロ
亦
タ有
リ二津軽為
節トキト云ヒト
者
一、
屡シバ〳〵
奉
リレ
訴
イ下長門之仕
二ヘテ
前
ノ　
太守
ニ一、而
励ハケマスコトヲ
二
中節
ヲ一、於後
ノ　
太守信吉公
ニ上、
為
レメニ
之
レガ
請
イ二承ウケテ
供養田数百歩
ヲ一、
二十石
、附
フス
二于安盛寺
ニ一、然
レトモ
而其
ノ田不
レ
美ビナラ
、所
ノ二収納
一スル
者
ノ僅
ニ不
レ過
二一二石
ニ一、是
ヲ以
テ炊スイ
爨ザン
之ノ
煙
リ将スル
ニレ絶タヘナント
者
ノ
数アマタヽ
矣、且
ツ此
ノ寺
ノ之什物
ニ有
リ二画グワ
像三幅
一、其
ノ一
ハ者
　
為信公
ノ之像、
其一
ハ者
　
信牧公
ノ之像、共
ニ長門
カ之所
ノレ寄者
ノ乎カ
、其
ノ一
ハ者
　
信吉公
ノ
之像、蓋
シ為タメ
節トキノ
之所
ノレ置ヲク
者モノナラシ
也、開山年室寿和尚、二代中巌堂和尚、
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三代格外逸和尚、共移于耕春院、四代来室撮和尚、当地人也、五代一外心和尚、羽州人也 六代利岩貞和尚、生縁同前、七代白猛和尚 加州人也、　　
龍負山亨
（享）
徳寺
長勝寺末寺
亨（享）
徳寺
ハ者、亨
（享）
禄二年、長勝二代松澗和尚、於
二イテ
行ナミ
岳オカ
村五本松川原
ノ之
中
ニ一初
メテ
開
クレ之
ヲ、本尊正観音
ハ者智証大師
ノ之妙巧
ゲウ
也ナリ
、時
ノ人祈
二ルニ
疾シツ
疫ヤク
災
難
ヲ一、無
シレ不
レ云コト
得
二感応
ヲ一也、于
レ時称
二スル
当郡
ノ探題
ト一者
ノ、北畠源中納言
顕家卿
ノ之末葉
ナリ
也、村民徒
タヽニ
称
シ二御所
ト一、不
二斥サシテ
名
一ト云ワ
也、蓋
シ尊タツトベハナリ
レ　
之
ヲ
也、後
チ竟ツイニ
失
二セリ
実名
ヲ一也、此
ノ人偏
ヒトヘニ
感カンジ
二観音
ノ之霊異及
ビ松澗
ノ之道風
ヲ一、
而終
イニ
成
二レリ
檀越
ヲツト
一也、未
ザルニ
タ二幾イクバクナラ
多
一矣、以
テ二弘治元年五月廿四日
ヲ一逝去
ス、
乃
チ名
ケテ
曰
フ二龍負院殿
亨（享）
徳祐元大居士
ト一、蓋
シ寺
ノ之号
本モトツク
二于是
一レニ
者
ノ乎カ
、
且
ツ亨（享）
徳寺
ハ者従
レヨリ
古
ヘ居ヲレリ
二長勝末山
ノ之首位
ニ一也、是
コレヲ
以
テ及
レンテ
至
ルニ
於長勝
若
シ空
レスルコト
席
ヲ久
一キニ
、 而其
ノ間末山
ノ之僧有
二レバ
示ジ
寂
ノ之変
一、 則
チ使シム
三亨（享）
徳
一ヲシテ
為タラ
二挙コ
火
ノ之師
一、又
タ長勝住持交代
ノ之時
モ、
間ママ
有
リ下続ツグ
二法
ヲ於
亨（享）
徳
ニ一者
ノ上、
其
ノ余
ハ不
ルレ足
ラレ志シルスニ
者
ノ乎カ
、開山松澗菊和尚、二代心庵旭和尚、三代天
室然和尚、常州人也、四代昌室隆和尚、五代雪潭翁和尚、尾州人也、六代喜翁悦和尚、当地人也、七代天巌堯和尚、生縁同前、八代請翁益和尚、当地人、仏殿・大門・庫裡、皆
ナ改
メ作
ル也、九代法雲酬和尚、
下野人也 十代山童丹和尚、当地人也　　
金龍山盛雲院
耕春院末寺
盛雲院
ハ者、元亀年中、於
二イテ
乳ニヲ
井イ
寺
ラ内
ノ之里
サトニ
一、乳井氏某
ソレ
甲カシト云
者
ノ始
テ而
建タツ
一之
ヲ、本寺
ハ者三
ツ目メ
内ナイ
金龍寺
ナリ
也、金龍湮
イン
没
ノ之後、属
二シテ
耕春院
ニ一、
而成
二レリ
其
ノ派
ノ之門首
ト一也、 故
ニ耕春
ノ之主若
シ及
レンテ
有
ル二
ニ疾シツ
病事故
コ
一、 則
チ便シム
三
盛雲
ヲシテ
代
ラ二其
ノ職
ニ一、然
レトモ
而随
二フトキハ
時
ノ宜ヨロシキニ
一
、則是
レ亦
タ不
二ズト云
一定
一ナラ
也、
蓋
シ以
テ二金龍
ヲ一喚ヨブ
レ山
ヲ者
ハ、弗
ザル
レ忘
レ二其
ノ本
ヲ一者
ノナラン
也、開山性山種和尚、生
国不
レ詳
ナラ
、二代身庵長和尚、生所不
レ知
レ、三代中庵宗和尚、常州人也、
四代喜庵悦和尚、生国不詳、五代立山鶴和尚、南部人也、六代格叟逸和尚、越後州人也、七代融山祝和尚、当地人也、八代州外岳和尚、羽州人也、九 大巌音 当地人也 十 祖麟和尚 生縁同前、　　
頓川山寿昌院
長勝寺末寺
寿昌院
ハ者、雖
三トモ
其
ノ旧址
シ
在
二リト
於賀
ヨシ
田村頓
ハヤ
川
ノ之中
ニ一、未
タレ知
ラ二何
レノ
年何
レノ
人
トノ
之建立
一ト云コトヲ
也、慶長二年、自
リ二頓川
一移
ル二于
新ニイ
里サト
村
ニ一、元和元年、
又
タ自
リ二新里
一移
ル二于弘前
一也、至
二ツテ
住僧関遶
ニ一、而
募ツノリ
二建タテ
仏殿
曁ヲヨビ
庫ク
裡
ヲ一、
勧
二請ジヤウシテ
長勝十三代在州和尚
ヲ一、
為ナセリ
二開山第一祖
ト一也、○蓋
シ此
ノ寺
ラ初
 
開
ヨリ
以コノ
来カタ
修行未熟
ノ之僧
更カワル〳〵
勤
ム二住職
ヲ一、関遶
抜バツ
二却
シテ
其
ノ牌ハイヲ
一、新
ニ立
ル二
開山
ヲ一者
ノ乎カ
、開山在州宅和尚、二代関遶誉和尚、尾州人也、三代月光
満和尚、越前人也、四代谷心元和尚、当地人也、五代苔岩英和尚、生縁同前、　　
石龍山川龍院
耕春院末寺
川龍院
ハ者、雖
三トモ
草
二形
スト
於石川村
ニ一、
未ズ
タ三曾
テ著イチジルシカラ
二
于世
ニ一也、寛永二年、
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一村
ノ之民一
イツニシ
レ志
ヲ寺
ラ改
メ作
リ、使
シム
三耕春五世年室和尚
ヲシテ
為タラ
二開山初祖
一、
慶長年中、
換カフ
二境
ヲ弘前
ニ一、初開
ノ之年不
レ詳
ナラ
也矣、開山年室寿和尚、
二代難室易和尚、生国不詳、三代桂翁嫰和尚、当地人也、四代凉月清和尚、常州人也、五代霊重苗和尚、下野人也、　　
別処山宝積院
隣松寺末寺
宝積院
ハ者、元亀年中、別処玄蕃
ト云
者
ノ中ナカ
別処村
ニ建タツ
レ之
ヲ、村中有
リ二別処
森モリト云
者トコロ
一、是
レ其
ノ旧
址シ
ナリ
也、謂
フ三柱
礎ソモ
亦
タ存
二スト
于今
ニ一也、蓋
シ玄蕃
ハ者今
ノ
之
坂サカ
本氏
ノ之先祖
ナリ
也、慶長年中、移
リ二于弘前
ニ一、
就ツイテ
二隣松寺
ニ一勤
ム二室中
ノ
之事
ヲ一、開山祖
ノ之縁不
レ詳
ナラ
也、開山花応佐和尚、武州人也、二代枝
応茂和尚、仙台人也、三代雪巌盛和尚、羽州人也 四代万松壑和尚、当地人也、五代伶室利和尚、常州人也 六代月観察和尚、生縁同前七代一空玄和尚、羽州人也、八代安叟道和尚、常州人也、九代
道貞
和尚、羽州人也、　　
貴峯山月峰院
長勝寺末寺
月峯院
ハ者、其
ノ旧跡余
ノコレリ
二
於沖館堀越
ノ之両村
ノ之中
ニ一也、然
レトモ
而初開再
興共
ニ無
シ下知
ル二其
ノ年
ヲ一者
ノ上也、 蓋
シ所
三以
ンハ
号
二スル
貴峯山
ト一者、 本尊十一面観音、
曾
テ堂
ス二于沖館村
貴キミネヤマ
峯山
ノ之頂
一キニ
矣、一朝野火
蔓マン
莚エンシテ
覃ヲヨベリ
二
于堂
ニ一也、風
強ツヨクシテ
不
レ止トマラ
、一時
ニ燼モイクイセリ
矣、于
レ時其
ノ像
繋カヽリ
二傍
ノ之
樹キ
ニ一、
儼ゲン
然
トシテ
無
シレ
恙ツヽカ
、村民驚
キ怪
ミ先
ツ仮カリニ
移
シ二于月峯院
ニ一、俟
マツ
二再興
ノ之時
ヲ一、不
レシメ
果
サ而終
イニ
成
二レリ
此
ノ寺
ノ之本尊
ト一也、自
レ是
レ改
メレ旧フルキヲ
号ガウセリ
二貴峰山月峯院
ト一也、慶長年中、
移
ス二于弘前
ニ一、此
ノ像有
レツテ
時而向
ムクト
二沖館村
ニ一云
フ、開山学翁文和尚、当地人
也、二代久山長和尚、生縁不詳、三代然宗廓和尚、上州人也、四代融庵祝和尚、常州人也、五代南翁嶺和尚、生国同前、六代黄山鵠和尚、当地人也、七代公範猷和尚、生縁同前、　　
松種山正光寺
本山
　
不
レ詳
正光寺
ハ者、文禄元年、猿賀村
ニ創
レハシム
之
ヲ、開山然宗
ハ者、仙台黒石正
法寺
ノ之門徒
ニシテ
也、而
モ月舩和尚
ノ之余裔
エイ
ナリ
也、以
テ三旧址
シ
属
二スルヲ
於東根
ニ一、
慶長年中、移
二セリ
寺
ヲ於耕春総門
ノ之中
ニ一也、開山然宗超和尚、仙台人也、
二代華翁厳和尚、雲州人也、三代久覚天和尚、生縁不詳、四代春庵牛和尚、山城人也、五代玉堂金和尚、当地人也、六代繁室昌和尚、生縁同前、七代慶岩惞和尚、生縁同前、八代易門周和尚、生縁同前、　　
平福山満蔵寺
耕春院末寺
満蔵寺
ハ者、藤先村護国寺
ノ之古
遺ユイ
蹟セキ
ナリ
也、蓋
シ護国寺
ハ者鎌倉
副フ
元
帥スイ
 
平
ノ時頼、 法名最明寺、 弘長年中所
レロナリ
創
スル
也、
略ホヾ
考
ル二
ニ其
ノ本モト
支シヲ
　
エタ
一、 一寺
ニシテ
而三
ミタビ
改
メレ宗
ヲ、四
ヨタビ
換カフル
レ名
ヲ者
ノナリ
也、草創
ノ之昔
シハ
者号
シ二手堂教
ケウ
院
ト一、常陸
リク
阿闍
ジヤ
梨リト云
者
ノ居ヲレリ
焉、然
レドモ
而殿堂尽
ク及
ビ二頽タイ
破ハ
ニ一、有無相
イ半ナカバナリ
、是以
テ時
頼就
二イテ
其
ノ境
ニ一、而
建タテ
二護国寺
ヲ一、改
二メテ
宗
ヲ臨リン
済ザイニ
一、
俾シム
三大覚禅師
ヲシテ
為タラ
二開
山祖
一、或
ハ又
タ曰
フ二霊台寺
ト一、
古イニ
昔シヘノ
盛
ナツシ
日
免メンシテ
二田舎・
鼻ハナ
輪ワ
・
平ヒラ
賀カ
三郡
ノ
之
租ソ
税ゼイヲ
一、
充ミタシム
二
於一山
ノ
之
供ク
及
ビ
修造
ノ
之
費ヘニ
一
焉、
爾シカシヨリコノカタ
来世乱
レ
国
忙イソガワシウシテ
、終
イニ
不
レ愉イタサ
二租
ノ租ソ
ヲ一也、自
リレ是
レ寺
ヲ益
〳〵
衰敗
ハイス
、今
ハ則
チ無
シレ地トコロ
レ
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卓
二スルニ
一錘
スイヲ
一也、於
レイテ
是コヽニ
又
タ改
メ二宗
ヲ曹洞
ニ一、更
カヘテ
二名
ヲ満蔵寺
ト一、成
二レリ
耕春門
徒
ト一也、伝説
スラク
曾
テ藤先村
ニ有
リ二唐カラ
絲イトヽ
一者
ノ、時頼公
ノ之妾
ナリ
也、依
二ツテ
婦
人
ノ之妬
ニ一、弘長元年、
遷ウツサル
二于
茲コヽニ
一矣、愁
苦ク
時
移ウツリテ
、
形ケイ
容ヨウ
枯コ
忰ハイス
、于
レ時
 
有
二ツテ
最明寺回国
ノ之唱
ヘ一而、曰
フ二駕已
ニ入
二ルト
于疆
サカイニ
一也、唐絲謂
二ツテ
其
ノ婢ヒニ
一云
ク、
我
レ曾
テ為
ニ二時頼
ノ一所
レラルヽコト
愛
セ、偏
ニ依
レレリ
有
レルニ
色也、今
マ有
二ツテ
何
ノ面目
一、而
再
ヒ見
二ンヤト
此
ノ人
ニ一哉、自
ラ懐
レイテ
石
ヲ投
スレ水
ニ、最明寺不
レ堪タヘ
二哭
泣キウニ
一、因
ツテ
而
為
メニ
之
建タツ
二護国寺
ヲ一焉、既
ニ及
レンテ
還
レスニ
駕
ヲ、到
ル処
ロ随アフトキハ
二
一七日
ニ一則
チ建タテ
二
 
一七山
ヲ一、
随アフトキハ
二
二七日
ニ一則
チ立
ツ二二七山
ヲ一、其
ノ遺蹟曰
フレ存
二スト
于今
ニ一也、還
駕漸
ク達
ス二於鎌倉
一、於
レ是法物供器調
トヽノヘテ
以
テ寄
ス之、伝
イテ
而存
スル
者
ノ大覚
禅師
ノ之像、龍紋
ノ袈ケ
裟サ
一肩、
唐カラ
絲所
レロノ
持モタル
之謂
フ二手テ
箱バコト
一者
ノ一器、唐
ノ鏡
一面、
元禄八年紛失
、鎌倉寺院
ヨリ
所
ノレ寄
スル
之書翰二通、其
ノ余
ハ者何
レノ
時
カ失却
シテ
未
レナシ
由
シレ尋
ルニ
也、其
ノ中最
トモ
可
キレ惜
ム者
ノハ
元弘二年所
ノレ賜之
　
綸旨二通、
同年八月廿五日
ニ所
ノレ受
ル之国宣一通、弘安元年所
ノレ受
ル之
田イナカ
舎・
鼻ハナ
輪ワ
・
平ヒラ
賀カ
三郡
ノ之安堵状一通、其
ノ外連書・奉書・寄進状、其
ノ数二十余通
共
ニ失
レセリ
之
ヲ也、相
イ伝
ル者
ノ只タヽ
其
ノ目録耳
ノミ
、○或
人ノ
云
ク我
レ屡シバ〳〵
読
二ムニ
東鑑
ヲ一、
未ス
タ三曾
テ見
二唐絲
カ之事
ヲ一、恐
ラクハ
虚説
ナラン
也、云
ク唐絲
カ之事
ハ者閨閤裏之
 
蠱
ニシテ
也、而非
ズレ関アツカルニ
二
天下
ノ之事
ニ一也、是以
テ不
レルカ
載ノセ
乎、雖
レトモ
曰
二フト
天下
ノ
之事
ト一、至
二ツテハ
其
ノ可
キニ一 レ
略
ス、則
チ畧
レセル
之
ヲ者
ノ乎カ
、東鑑独
リ不
レ言
二頼朝公
ノ
之薨日
ヲ一、近代道春
ガ之家譜
ニ畧ホヽ
謂イヘリ
レ之
ヲ也、是
レ其
ノ証
ナリ
也、何
ンソ
容イレンヤ
二
　
 
疑
イヲ
於此
ノ間
ニ一哉、開山寒江泉和尚、生国不詳、二代然宗廓和尚、当地
人也、三代蓬室浦和尚、生縁同前、四代笑山誾和尚、生縁同前、五代玄庵嶺和尚、羽州人也、六代月庵瑞和尚、生縁同前、七代独岩祝、大和人也、八代寄外妙和尚、当所人也、右此
ノ数代改
二メテヨリ
宗
ヲ曹洞
ニ一以コノ
来カタ
所
ノレ住
スル
者
ノナリ
也、自
レ是以前
ハ不
レ詳
二ナラ
于考
一ルニ
、
　　
石神山正岳院
隣松寺末寺
正岳院
ハ者、天正年中床
トコ
舞マイ
村
ニ基ハシム
レ之
ヲ、蓋
シ号
二スル
石神山
ト一者
ノハ
此
ノ寺
ラ守護
神
ノ之
謂イヽ
也ナリ
、其
ノ社
素モトヨリ
在
リ二於床舞村
ニ一、社中別
ニ不
レ立
二神像
ヲ只タヽ
置ヲイテ
二一
巻ケン
石
ヲ一、
禴ヤリ
祠シ
無
シレ懈
ルコト
也、寺
ラ在
リ二其
ノ側
一ラニ
、祭
ツテ
以
テ為
二鎮守
ト一、自
リレ是
レ
 
号
二セリ
石神山
ト一也、慶長年中、移
シテ
而入
リ二弘前
一、成
二レリ
隣松寺門葉
ト一也、開
山庭叟洞和尚、越後州人也、二代年叟寿和尚、当地人也、三代在庵存和尚、生縁同前、四代輝山栄和尚、生縁同前 五 鶻巌鶴 生縁同前、六代肝心中 常州人也、七代禅心瑞和尚、武州人也、　　
白鷹山天津院
常源寺末寺
天津院
ハ者、為
二メニ
　
信濃守政信公法名
　
天津先公大禅定門
ノ一、天文年中
和徳村
ニ建
ツレ之
ヲ、因
ツテ
而名
ク二天津院
ト一、○想
オモフニ
此
ノ寺天文年中
ノ之古跡
ニシテ
而、大檀那
ハ者我
ガ之
　
太守
ノ之先祖
ナリ
也、然
レトモ
而寺
ヲ益
〳〵
衰スイ
微ビシ
、不
レ
 
堪タヘ
三使
二令
スルニ
一
沙シヤ
弥ミヲ
一、思
フ二一身
モ猶
ヲ多ヲヽシト
一、故
ニ雖
三トモ
　
先公
ノ之
牌ハイ
存
二スト
于
 
今
ニ一、封
二ゼラレ
蛛網
ニ一、埋
ウツモレテ
二
塵埃
アイニ
一、未
ズ
タ下曾
テ見
中一朝
ノ之献
二スル
香花
ヲ一者
上ノヲ
、偏
ニ
是
レ　
先公
ノ之不幸
カ耶、抑
イ亦
タ此
ノ寺
ノ之法運在
二ツテ
屯チユンノ
初九
ニ一而
磐バン
桓クワンスル
 　
 
者
ノ乎カ
、雖
二トモ
伝説多
一シト
、皆
ナ俚リ
語耳
ノミ
、開山林山梁和尚、当地人也、二代
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賞岩源和尚、羽州人也、三代来庵意和尚、当地人也、四代秀翁鉄和尚、羽州人也、五代関秀堂和尚 生縁同前、六代然岩廓和尚 生縁同前、　　
八重山長徳寺
隣松寺末寺
長徳寺
ハ者、亨
（享）
禄年中、権
ケン
二輿ヨス
于高杉村
ニ一焉、雖
三トモ
開山及
ビ二代本
モトヨリ
有
二リト
善知識之
ノ名
一、其
ノ徳有
レルカ
限
リ乎、寺
ノ之不
レルコト
興ヲコラ
久シヽ
矣、故
ニ依
二ツテ
世事法
儀相
イ碍サヽツルコト
多ヲヽキニ
一
、而頃日
ロ移
シ二開山真顛
ノ之
牌ハイヲ
於隣松寺
ニ一、
弥イヨ〳〵
為ナセリ
二一
派
ノ之本寺
ト一也、慶長年中、移
二シム
境
ヲ此
ノ処
ニ一、或
ハ云
ク、高杉氏某
ソレ
甲カシト云
者
ノ
建
レツト
之
ヲ不
レ知
ラレ拠ヨリトコロヲ
也、開山関翁也和尚、和州人也、二代喜山悦和尚、
当地人也、三代玄室頓和尚、生縁同前、四代空外身和尚、武州人也、五代関嶺禅和尚、能州人也、　　
種里山鳳松院
耕春院末寺
鳳松院
ハ者、開
基キ
ノ之縁不
レ詳
ラ二于考
一ルニ
、従
リレ古
ヘ在
二ツテ
種里村
ニ一、而慶長年
中移
シ二弘前
ニ一来
ル、今
ニ其
ノ旧地
ヘ締ムスンテ
レ庵
ヲ置ヲク
レ僧
ヲ、俗呼
ヨシテ
曰
フ二鳳松院田
タ
屋ヤ
寺
一ラト
者
ノ是
レナリ
也、開山金庵喜和尚、生縁不詳、二代悦堂喜和尚、常州人也、
三代看山尊和尚、南部人也、四代繁室龍和尚、羽州人也 五代国外芸和尚、南部人也、六代清翁鶴和尚、当地人也 七代一眼堂和尚、生所同前、八代久岩良和尚、羽州人也、九代家南伝和尚、南部人也、十代円州、当地人也、　　
龍沢山嶺松院
耕春院末寺
嶺松院
ハ者、天正十年初開
ノ之寺
ラナリ
也、住僧皆
ナ非
二伝法
ノ之人
ニ一也、故
ニ
勧クワン
二請ジヤウシテ
耕春四世龍外
ノ鑑
ヲ一、始
メテ
立
ツ二開山祖
ヲ一、旧
址シ
在
リ二蒔マカ
苗ナイ
村
ニ一、或
ハ
云
ク蒔苗氏
某ソレ
甲カシ
為タリト
二之コレガ
開
基キ
一不
レ委クワシカラ
二
于考
一ルニ
、開山龍外鑑和尚、二代広
室宅和尚、当地人也、三代一山朔和尚、羽州人也、四代量山応和尚、信州人、在住
ノ之中寺
ラ皆
ナ改
ム焉、此
ノ僧
退ツイ
院
ノ之後、深
ク入
二ツテ
遠村
ニ一而
モ
独
リ居
ヲレリ
焉、或
アル
夜遭
アフテ
レ賊
ニ身
異
レニス
処
ロヲ
、于
レ古于
レ今無
レシテ
徳而強
シイテ
好
ム二独
居
ヲ一者
ノ却
テ成ナリ
二禍
ノ之囮
ヲトリト
一、又
タ為
ル二不善
ノ之媒
ナカタテト
一
、可
レンヤ
不
ルレ慎
ニ乎、五代薫
智和尚、相州人也、　　
薬王山松伝寺
耕春院末寺
松伝寺
ハ者、旧
基キ
在
二ツテ
於森山村
ニ一、曾
テ龍岩
ト云
者
ノ得
テ二薬師如来
ノ之像一
尊
ヲ一而縛
ムスンテ
レ庵
ヲ供
ク養
ス、仏徳難
シレ覆ヲヽイ
、人皆
ナ成ナス
レ蹊コミチヲ
、自
リレ爾シカシ
転テンジテ
レ庵
ヲ為
スレ寺
ト、
龍岩有
リ二謙ケン
譲ヂヤウ
ノ之徳
一、不
ズ三敢アイラ
自
ラ成
二ナラ
開山祖
ト一、請
二シテ
耕春八世中巌和尚
ヲ一
為
シ二初祖
ト一、其
ノ身居
二レリ
于第二位
ニ一也、蓋
シ山
ヲ曰
フ二薬王
ト一其
ノ濫ラン
觴シヤウ
、依
二レバナリ
本尊
ノ之徳
ニ一也、開山中巌堂和尚、二代龍岩朔和尚、当地人也、三代聖
翁祝和尚、当地人、寺改造焉、四代日山舜和尚、生所同前、五代豊岩献和尚、武州人也、六代寂道寥和尚、松前人也、七代声外音和尚、当地人也、八代芳全和尚 当地人也、　　
新屋山永泉寺
耕春院末寺
永泉寺
ハ者、文禄二年、
新アラ
屋ヤ
村
ノ之民結
二ンテ
一草庵
ヲ一、
居ヲク
二一老僧
ヲ一、相
イ
 
約
シテ
云
ク、勤
ゴン
行不
レンバ
怠ヲコタラ
、則改
レメテ
庵
ヲ為
レセント
寺
ト、於
テレ是コヽニ
老僧雖
レトモ
餬モロフト
二口
ヲ
於四方
ニ一、読経無
シ二空日
一也、民不
ズレ食ハマ
レ言コトヲ
、竟
ツイニ
為ナセリ
レ寺
ト也、因
ツテ
続
二イテ
法
ヲ
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於耕春先住
ニ一成ナレリ
二末寺
ト一也、老僧
ハ者則
チ中山和尚
ナリ
也、開山中山種和尚、
羽州人也、二代玄室奥和尚、信州人也、三代来室本和尚、当地人也、四代鉄庵門和尚、常州人也、五代喜山悦和尚、当地人也、六代翁山越和尚、仙台人也、七代江山村和尚、加州人也、八代然庵廓和尚、生国同前、九代祖禅和尚 当地人也、　　
新岡山高徳院
隣松寺末寺
高徳院
ハ者、新岡但馬
ト云
者
ノ、天正年中於
二イテ
新岡村
ニ一建タツ
レ之
ヲ、開山中岳
続ツイテ
二法
ヲ於隣松先住
ニ一為ナレリ
二末寺
ト一也、及
三ンテ
新岡一族
亡ウシナフニ
二
其
ノ家
ヲ一、而寺
ヲ
尽コト〳〵ク
衰敗
ハイス
、慶長年中、移
シテ
而在
リ二于茲
コヽニ
一矣、
弘前、開山中岳玄和尚、当所
人也、二代性翁光和尚、羽州人也 三代一點誉和尚、生国不詳 四代国岑佐和尚、当地人也、六代徳翁智、南部人也、　　
神平山蘭庭院
隣松寺末院
蘭庭院
ハ者、兼平中書
ト云
者
ノ為
二メニ
亡婦
ノ一、元和年中兼平村
ニ建
ツレ之
ヲ、施
二シテ
私田
ヲ一、以
テ追
薦ゼンス
、法名曰
フ二蘭庭薫公大姉
ト一、因
ツテ
而名
ク二蘭庭院
ト一、及
二ンテ
其
ノ家徹
ヲトロフルニ
一
、寺
モ亦
タ随
ツテ
衰
フ、見
ル者
ノ嗟サ
歎タンシテ
云
ク、蘭
ノ之作
レヲユ
庭
ニ枯
レテ
而、
又
タ栄
フ我
レ見
二ルニ
此
ノ寺
ヲ一今
マ将ス
ニレ枯
ント
矣、想
フニ
夫ソレ
有
レルカ
時乎、栄
フルニ
与
胡ナンソレゾ
為
　
其
レ遅ヲソキヤ
也、開山月寒鶴和尚、二代心運用和尚、生国不詳、三代覚底
哲和尚、羽州人也、四代意庵察和尚、当地人也、五代白外龍和尚、生処不詳、六代大庵益和尚、当地人也、七代松山鶴和尚、生所同前、仏殿改
メ造
ル、八代貴峯秀和尚、羽州人、改
メ二本尊
ヲ一、寺
ヲ尽
ク加
フ二修理
ヲ一焉、
　　
金華山泉光院
藤先寺末院
泉光院
ハ者、藤先寺二世察庵相
ミテ
二攸トコロヲ
大光寺籠
カコ
田
一ニ、慶長十年
ニ建タツ
レ之
ヲ、
同十七年移
シ二弘前
一来
ル、開基
ノ之縁都
テ不
レ詳、開山察庵寿和尚、二代乗
山宗和尚、三代梅英芳和尚、羽州人也、四代火岩它和尚、生縁同前、五代白翁龍和尚、当地人也、六代千岩樹和尚、常州人也、七代一葉舟和尚、相州人也、八代法川林和尚、九代的翁端和尚、共当所之産　　
梅峯山恵林寺
常源寺末寺
恵林寺
ハ者、永禄年中、
昉ハシマル
二
於
佐サ
比ヒ
内ナイ
村
ニ一也、開山祖師
ハ者常源二世
体タイ
岩和尚
ナリ
也、慶長年中、移
二セリ
境
ヲ於常源門内
ニ一也、開山体岩道和尚、二
代奇山也和尚、三代漚室和尚、共当所人也、四代広室沢和尚、関東人也、五代蘭叟秀和尚、生縁不詳、六代骨庵徹和尚、武州人也 七代天眼鈯和尚、羽州人也、八代特心英 当地人也 九代刀笑単和尚、下野人、寺改
メ作
レリ
也、十代気外志和尚、当地人也、
　　
金沢山照源寺
耕春院末寺
照源寺
ハ者、元和五年所
レナリ
創也、其
ノ旧地、或
ハ謂
レイ在
二堀越村
ニ一、或
ハ亦
タ
謂イフ
レ在
二リト
温湯村
ニ一、本尊薬師如来、
世ヨヽ
有
二トモ
霊仏
ノ之名
一、而寺
ラ素モトヨリ
貧ビン
窮グウニシテ
、而
難ナヤムトナリ
レ
畜ヤシナフニ
二
一僕
ヲ一也、慶長年中、移
シテ
而在
リ二於長勝寺
ノ之
側カタ
隣ワラ
松寺
ノ之西
ニ一、元禄六年依
リレ営イトナムニ
二
　
久祥院殿
ノ之廟
ヲ於其
ノ処
ニ一、又
タ
 
移
シテ
而置
ヲク
二於今
ノ之処
ニ一、草創
ノ之縁不
ズ二一ツマ
二ヒラカナラ
于尋
一ルニ
矣、開山梅月香和尚、
生所不詳、二代梵昌悦和尚、羽州人也、三代東廓北和尚、仙台人也、
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四代格室和尚、相馬人也、五代南針和尚、当地人也、六代天応察和尚、生縁同前、七代嶺室良和尚、羽州人也、八代智円和尚、当所人也、　　
黒長山福寿院
隣松寺末寺
福聚院
ハ者、元和三年
肇ハシム
二於
宮ミヤ
舘ダテ
村
一、請
二シテ
隣松先住喜山和尚
ヲ一、
為ナセリ
二開
山祖
ト一也、慶長年中、移
二セリ
柱
礎ソ
ヲ於弘前
ニ一也矣、開山喜山悦和尚、二代
斧室鈯和尚、当地人也、三 晩山輝和尚、生縁同前、四代存志、常州人也、　　
金沢山全昌寺
亨（享）
徳寺
末寺
全昌寺者、亨
（享）
徳四世昌室隠居
ノ之菴
ナリ
也、帰寂
ヂヤクノ
之後、不
レシテ
忍
ビレ毀コボツニ
而
留
メテ
在
リ二于今
ニ一、
依ヨリ
二檀縁
ノ之
薄ウスキニ
一、
傾ケイ
頽タイ
傷イマシムレトモ
レ
目
ヲ而無
シレ力
ヲ二扶フ
起
一スル
也、
嗚ア
呼ヽ
、開山昌室隆
年代不
レ詳、故
ニ全昌之
初開
モ亦
タ不
二分明
一ナラ
也、
二代請翁益和尚、三代且山、共生縁当
地人也、四代風山波、生縁同前、五代喜徹悦、下総人也、六代良伝奥州会津人也、　　
赤倉山宝泉院
隣松寺末寺
赤倉山宝泉院
ハ者、在
二ツテ
於鬼沢村
ニ一、而不
レ著イチジルシカラ
二
于世
ニ一矣、開山某
ソレ
甲カシ
、
曾
テ嘗
二ナメ
大源
ノ之
滴シタヽリヲ
一
、窺
フ二蟠龍
ノ之
窟クツヲ
一者
ノナリ
也、所
二以
ハ其
ノ名
二クル
宝泉
院
ト一、則
チ寺
ノ之背
ウシロニ
有
リレ山矣 曰
フ二岩木
ト一焉、山
ノ之頂
キニ
有
リレ洞矣、曰
フ二赤アカ
倉クラト
一
焉、赤倉
ノ之中
ニ有
リレ鬼、
恒ツネニ
栖スム
不
レ魘ヲソワ
閭リヨ
閻エンヲ
一、不
レ悩ナヤマサ
二行旅
ヲ一、
唯タヽ
因
二ツテ
人
ノ
之正邪
ニ一、或
ハ護マモリ
或
ハ懲コラシム
、于
レ時有
二農夫
一俶ハシメテ
載コトス
二南畝
ニ一、 一鬼忽
チ来
リ
耦ゴウシテ
而耕
ス、農夫始
メハ
而驚
キ中
コロ
而怪
ミ終
リニハ
而馴
ナレテ
云
ク、此
ノ処乏
トボシ
二用水
ニ一、
欲
レスルニ
集ナサント
二
溝洫
ゲキヲ
一、石畳
カサナリ
山
ニ嶮ケワシ
、未
ナカラマリ
二
如イ
之カ
何ン
一トモスルコト
而已
ノミ
矣、一鬼顧
ミテ
云
ク、
侍マテ
我
レ添
レント
力
ヲ、言
イ已
ツテ
不
レ見、果
シテ
従
リ二其
ノ翌ヨク
日
一、流水涓
ケントシテ
涓、随
イ二
高低曲直
一ニ来
ル、民
ミ争
イ引
イテ
灌ソヽケトモ
二
数千頃
ニ一而猶
ヲ有
リレ余
リ矣、其
ノ水雖
二トモ
旱カン
魃バツ
ノ之年
ト一、雖
二トモ
霖リン
雨
ノ之歳
ト一、無
クレ減ヘルコト
無
クレ増マスコト
、溝洫
ケキモ
亦
タ不
レ騫
カケ
不
レ崩クツレ
、
是コレヲ
以
テ民迄
イタルマテ
二
于今
一ニ無
シレ費ツイヤスコト
二
請
イレ雨祈
リレ晴
レヲ
淤ヲ
泥デイ
疏シヨ
鑿サク
之ノ
労
ヲ一也、因
ツテ
而
以ヲモ
為イラク
、是
レ我
ガ之宝
ラク
泉イツミ
一鬼
ノ之賜
タマモノ
、不
ルレ可
レ忘者
ナリト
也、故
ニ名
二ケテ
其
ノ村
ニ一曰
イ二
鬼沢
ト一也、亦
タ名
二ケテ
其
ノ寺
ニ一曰
フ二赤倉山宝泉院
ト一也、我
レ曾
テ読
二ムニ
蘓公
ガ之喜
雨亭
ノ記
ヲ一云
ク、周公
ハ得
レ禾アワ
ヲ、以
テ名
ケ二其
ノ書
ニ一、漢武
ハ得
レ鼎
ヲ、以
テ名
ケ二其
ノ
年
ニ一、叔孫勝
レツテ
敵
ニ、以
テ名
ク二其
ノ子
ニ一、我
ガ之農夫得
テ二一鬼
ノ之賜
タマモノヲ
一、以
テ名
ケ二
其
ノ村
ニ一、又
タ名
ク二其
ノ寺
ニ一、於
ア
乎ヽ
農夫野人
ノ之智
モ有
ルレ似
二レルコト
聖賢
一者
ニノ
乎カ
、
寺
ラ昉ハシマリ
二
于彼
カシコニ
一
移
ル二于此
コヽニ
一、共
ニ不
レ記
二其
ノ年
ヲ一、知
ル者
ノ証タヽセ
レ之、○予云
ク、
繄コヽニ
曰
フレ鬼
ト者
ノ、我
レ甚
タ怪
ム之、見
二レバ
其
ノ出
シレ水
ヲ棲スムヲ
一 レ
洞
ニ則
チ小角貴所
ソノ
之
類ルイカ
也乎、伝
ル者
ノ云
ク、上古
ニモ
亦
タ有
リレ鬼出
ツ焉、古記
ノ所
ロレ載ノスル
省アキラケシ
矣、
今
マ繄コヽニ
曰
フレ鬼
ト者
ノ、高
嶽ガクノ
霊神変
ジレ形
ヲ、
依ヨリ
レ物
ニ護
シレ民
ヲ救
フレ世
ヲ者
ノナリ
也、
何
ンソ
其
レ怪
マンヤ
乎、開山月寒鶴和尚、二代傑山英和尚、武州人也、三代
晩関本和尚、四代善山積和尚、共当地人也、　　
桜庭山陽光院記
隣松寺末寺
桜庭山陽光院
ハ者、其
ノ昔
シ在
ツテ
二桜庭村
一而
漸ヤウヤク
成
レレリ
寺
ト也、所
二以
ハ其
ノ
資
トツテ
始ハシムル
一者、我
レ畧ホヾ
聞
レケリ
之
ヲ、開山喜山悦和尚、卓
二シテ
庵
ヲ於桜庭
ノ之辺
一リニ
、
名関利鎖
サ
、都
テ無
クレ于アツカルコト
、閴
ゲキ
然
トシテ
送
二レリ
居キ
諸
ヲ一也、其
ノ所
ノ之民
ミ、便
タヨリシテ
二　
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山谷
ノ之深
一キニ
、不
レ織ヲラ
不ズ
レ耕タカヤサ
、唯
タヽ
以
テ二殺サツ
戮リクヲ
一為
レスル
業ゲウト
耳ノミ
、至
レツテハ
遭アフニ
二至寒
ニ一、
則
チ剥ハイテ
二所
レロノ
殺コロス
獣ケモノヽ
之皮
ヲ一、縫
ヌイ
綴ツヽリテ
成ナ
シレ衣
ト、服
キテ
之無
シレ斁イトフコト
、或
ハ嗽スヽリ
レ血チヲ
嚼シタウチシテ
レ
肉
ニ、恬
テン
然
トシテ
無
シレ耻
ルコト
、喜山愍
レレミ
之
ヲ、時
ヨリ〳〵
説
二トモ
仏法辺
ノ之事
ヲ一、
如
シ二以
テレ水
ヲ投ナグルカ
一 レ
石
ニ也、
而シカレトモ
声入
二ルカ
毛
吼ク
ニ一歟、
間ママ
有
リ下発
二スル
殊勝
ノ之念
ヲ一者
ノ上、
贈
レ
薪
キヲ
寄
セレ
藁
ヲ
締ムスブ
二
師檀
ノ
之約
ヲ一
者
ノ
多ヲヽシ
矣、自
レ
是庵日
イニ
栄
ヘテ
而不
レ
 
忙イソカワシカラ
レ
養
二フニ
数口
ヲ一也、於
レイテ
是コヽニ
乎、喜山就
二イテ
隣松三世月寒和尚
ニ一求
メ二寺
号
ヲ一乞
イ二山号
ヲ一、以
テ加
二寺院
ノ之列
ニ一焉、慶長年中、移
シ二弘前
一来
ル、到
二ルマテ
于今
ニ一有
二レバ
衣キテ
レ皮カワヲ
来
ル者
ノ一、則
チ五尺
ノ童子
モ指ユビサシテ
之、曰
フ二陽光檀那
ト一、無
シ二
 
一
トシテ
而差
一コト
也、雖
二トモ
信施
ノ之重
ヲモキ
、不
ト
　
一 レ
可
レカラ
依
ルレ人
ニ、而受
ク二殺戮
リクノ
之余分
ヲ一、
可
キ二恐ヲソレテ
而猶
ヲ懼ヲソルヘキ
一
者
ノ乎カ
、嗚
ア
呼ヽ
、開山喜山悦和尚、二代輝陽悦和尚、
摂州人也、三代麟蔵沢和尚、生縁不詳、四代峯山達和尚、羽州人也、五代食典悦和尚、六代樹山柏和尚、共当地人也、七代香巌積和尚、羽州人也、　　
青森山常光寺記
長松寺末寺
青森山常光寺
ハ者、若州
ノ之僧祖外
ノ天芸
ト云
者
ノ、始
メテ
茲コヽニ
建タツ
レ之
ヲ、所
二以
ハ
其
ノ由
ツテ
起
ル一者、青森
ノ之置
レ処
ロヲ
、枕
レヨリ
山
ニ沿ソフテ
レ海
ニ広
シテ
而且
ツ平
ナリ
、居民
利リシテ
二山海
ノ之邇
チカキニ
一、或
ハ漁スナトリ
、或
ハ樵キコリ
衣食無
シレ乏トモシキコト
、至
シカノミナラズ
若、遠
商シヤウ
近売
バイ
、
寄
二セテ
舟
ヲ於此
ノ津
ニ一、 有無交易
シテ
自
ラ利
シ利
スレ他
ヲ、 故
ニ日
〳〵ニ
栄
ヘ日日
〳〵ニ
栄
ヘキ
、
渠キヨ
渠
タル
民屋、労
二シテ
千有余指
ヲ一而
数カヅコト
焉、其
ノ中以
テ二神社仏閣
ノ之
鮮スクナキヲ
一、民
皆
ナ為
スレ歉アキタラスト
矣、於
レ是コヽニ
乎、承応二年
ノ之春、
挙コブツ
レ村
ラ伝
フ二事
ヲ於長勝
十四世聖眼禅師
ニ一、禅師伝
フ二之
ヲ執事
ニ一、執事議決
シテ
曲
サニ
訴
フ二　
太守
ニ一、太
守
ノ曰
ク、 法
ノ之興
ヲユル
焉、我
ガ土
ノ吉兆
テウ
、 我
レ豈アニ
レ惜
ンヤ
哉、則
チ立タチトコロニ
施
二セリ
一坐
ザ
具グ
之ノ
地
ヲ一也、禅師以
ヲモイラク
為、凡
ソ建立
ハ者非
二小根劣
レツ
気キ
ノ之所
ロニ一 レ
堪タフル
也、自
ヨリンバ
レ
非
ルレ芸
ニ則
チ誰
レカ
幹ヨクセン
二其
ノ事
ヲ一、因
ツテ
而命
ズ、芸自
レ是従
イ二事コトニ
於是
コレニ
一、
募ツノリ
レ縁聚
アツメ
レ
財
ヲ、寺
ラ既
ニ成
リヌ
矣、其
ノ為
レタル
境也、善
ウ知
タウ
鳥
ノ之側
カタワラ
悪
ヤス
、
知カタノ
鳥之辺
リ、
幽
邃スイ
深密
ノ之地
ナリ
也、戸
牖ヤウ
纔
ニ開
ケバ
、則
チ呑
ミレ海含
ムレ山
ヲ、鐘皷時
ニ考
ウテバ
、
則
チ起
レ農
ヲ発
スレ舟
ヲ、于
レ朝于
レ暮参詣満
チレ堂
ニ、于
レ囊于
レ橐タク
施財溢
アフル
レ匱ヒツニ
、于
レ
時芸請
二シテ
聖眼禅師
ヲ一、為
ナシ
二開山祖師
ト一、以
テ二義喚和尚
ヲ一、為
ナシ
二第二祖
ト一、其
ノ
身
居ヲレリ
二第三位
ニ一也、或
人ノ
云
ク、芸
ガ之
於ヲケル
二此
ノ寺
ニ一其
ノ功不
レ可
レ在
ル二於禹
ノ之
下
ニ一也、而
ルニ
取
二レル
位
イヲ
於第三位
一者
ノハ
何ンヲヤ
居、夫
レ推ユズリ
二好事
ヲ於他
ニ一、向
フ二悪
事
ヲ於己
ヲノレニ
一、為
レタル
僧者
ノ之常
ネカ
乎、僅
モ有
ルレ常者
ノハ
、 必
ス容
レベシ
有
ル二徳光
一、 其
ノ
名
ク二之コレヲ
常光
ト一、名実相
イ副カナフ
者
ノナリ
也、後
ノ之
居ヲラン
焉者
ノ、可
レンヤ
不
ルレ慎
マ乎、
 
因
ツテ
以
テ為
スレ記
ト、開山聖眼祝和尚、二代義喚礼和尚、生国不詳、三代
祖外芸和尚、若州人也、四代渋潭芸和尚、当地人、新
ニ作
リ二祠堂
ヲ一、又
タ
請
二シテ
大般若六百巻
ヲ一、作
レリテ
堂以
テ納
ム焉、
　　
龍広山高沢寺記
耕春院末寺
鯵沢
ノ為
レタル
攸トコロ
也、北海
ノ要津、此
ノ土
ノ豊ブ
郷キヤウ
、東里南郷、寄
二セテ
舟
ヲ此
ノ津
ニ一、
以
テレ有
ヲ易
イレ無
ニ、以
レ無
ヲ易
フレ有
ニ、故
ニ此
ノ郷サト
ノ之民 得
テ二活スキワイヲ
於不
ルレ知
ラ人
ニ一、
冨
ミ潤ウルヲシテ
二
其
ノ家
ヲ一、無
シ二敢アイテ
羨ウラヤムコト
一 レ
他
ヲ也、
爰コヽニ
有
レ寺矣、曰
フ二高沢寺
ト一、以
テレ
禅為
シレ宗
ト、以
テ二商家
ヲ一為
シ二檀越
ト一、以
テ二耕春
ヲ一為
シ二本寺
ト一、以
テ二全室
ヲ一為
シ二第一
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祖
ト一、而
シテ
後
ニ元和元年寺
ラ始
メテ
成
ル矣、其
ノ境
ヤ也、居
イテ
レ高
キニ
臨ノゾミ
レ卑ヒキヽニ
、在
レツテ
狭セマキニ
接セツス
レ広ヒロキヲ
、百
モヽ
自在、千自由、二不善、
其境狭隘不堪客衆、一不善、毎年春日雪厭山崩、二不善、
三不能、
此処民常事殺生、雖法力不
能禁之、一不能、四方往来、舟随難、風面傾飜、宥不能救之、二不能、魚肉臭気逐風入寺 不能禦、三不能、
皆
ナ此
ノ寺
ノ之固
コ
有ユウニシテ
、而他
ノ之不
ルレ有
ラ者
ノナリ
也、
後
ノ之主
ル二此
ノ席
ヲ一者
ノ、移
二サバ
境
ヲ於広地
ニ一、則
チ向サキ
ノ之
所ユワ
謂ユル
二不善三不能
ト云
者
ノ、都
テ如
二クナランカ
昨夢
ノ一也乎、因
ツテ
以
テ為
スレ記
ト、開山全室応和尚、当地
人也、二代喜翁悦和尚 生縁同前、三代峯山雄和尚、生縁同前、殿堂皆改造焉 故称中興、四代竹堂
和尚、当地人也、五代経山説和尚、
六代源流和尚 共生縁同前　　
楇木山龍淵寺
梅林寺末寺
楇イタヤノキ
木
村龍淵寺
ハ者、梅林八世不歩和尚得
テ二攸トコロヲ
於楇木村
ニ一、而欲
スレ建タテント
二一
僧房
ヲ一、于
レ時道
ノ川
ワ市左衛門
ト云
者
ノ、
勠アワセテ
レ力
ラヲ
募ツノリ
建タツ
、然
レトモ
而称
二スル
檀越
ト一
者
ノ才ワズカニ
五六十家
耳ノミ
、
爾シヨリ
来コノカタ
、遠村近里、乗
レシテ
便
リニ
来
リ就ツク
者
ノ、
殆ホトント
乎
 
及
二ベリ
四五百家
ニ一也、自
レ是寺
ラ益
〳〵
興
ル焉、間
コノゴロ
又
タ節山
ト云
者
ノ、改
メ二仏殿
ヲ一、
更アラタム
二
本尊
ヲ一、
且ソノウヘ
法物
供ク
器キ
ノ之不
ルレ足タラ
者
ノ尽
ク求
ムレ之
ヲ、比
二スレバ
今
ヲ於古
一ヘニ
、
則
チ玉石
ノ之
間アイタナラク
而ノ
已ミ
矣、葢
シ初開
ハ者、慶安二年己丑
ノ春
ナリ
也、開山
不歩歩和尚、二代速道和尚、武州人也、三代節山貞和尚、越前州人也四代智外存 当地人也、　　
大伊山長円寺
長松寺末寺
飯積村長円寺
ハ者、不
レ知
レ昉ハシマルト云コトヲ
二
於何
レノ
年
ニ一也、近年頓了
ト云
者
ノ、
借カリテ
二
檀縁
ヲ一而殿堂皆
ナ改
メ造
レリ
也、而
シテ
後
ニ以
テ二長勝十四世聖眼和尚
ヲ一、為
二ナス
開
山第一祖
ト一也、頓了
ガ之功、又
タ偉ヲヽイナルカナ
哉、開山聖眼祝和尚、二代頓了巌和尚、
羽州人也、三代円翁廓和尚、当地人也、四代柳峯和尚、生縁同前、　　
金木山雲祥寺
長松寺末寺
金木村雲祥寺
ハ者、正保二年
ニ長老呑益
ト云
者始
テ而建
ツレ之
ヲ、自
リレ爾シカセシ
檀家
浸ヤウヤク
帰伏
シテ
、終
イニ
成
二レリ
法幢
ノ之地
ト一也、因
ツテ
請
二シテ
長勝先住聖眼和尚
ヲ一、
為
二セリ
開山祖
一也、○蓋
シ呑益脱
ダツ
二履リシテ
寺職
ヲ一、安
二ンズ
身
ヲ於世外
ニ一、是
コレヲ
以
テ不
ルレ
加
ヘ二於住列
ニ一者
ノ乎カ
、開山聖眼祝和尚、二代独外宿和尚、羽州人也、三
代独室和尚、生縁同前、四代体翁全和尚、生縁同前、　　
龍沢山正法院
長勝寺末寺
蓬田村正法院
ハ者、慶長十八年所
レロナリ
創
スル
也、其
ノ境曾
テ在
二ツテ
田
沢ザワ
村
ニ一、
而檀家
ハ者、都
テ有
リ二蓬ヨモキタ
田村
ニ一焉、其
ノ間
タ道里遥
カニ
隔
タリ
艱ナヤメリ
二往還
ニ一也、因
ツテ
議ギシテ
得
テ二蓬田
ノ之中
チ不
毛ボウ
ノ之地
ヲ於
　
公
一ニ、而移
セリ
之也、于
レ時寛文二年
 
春
ル三月
ナリ
也、開山聖眼祝和尚、
勧請ナリ也
　　　
、二代呑益、生国不
レ詳
ナラ
、三代
尊益、羽州人也、四代龍泉、南部人也、「（付箋）享保十二丁未二月八日、長勝寺香準依願、全龍寺旧号附属被
　
仰付、
委細同二月也 留意、 」「（付箋）蓬川村正法庵之事也、 」　　
荒川山宗禅寺
長勝寺末寺
荒川村宗禅寺
ハ者、慶長年中建
レ之
ヲ、依
ヨリ
二檀家
ノ之鮮
スクナキニ
一、中絶
ゼツ
シテ
而難
カタシ
レ興ヲコリ
、
属コノゴロ
日関堯
ト云
者
ノ、以
テ二衣資
シ
ノ之余
一リヲ
、荒廃
ハイ
忽
チ挙アグ
、於
レ是コヽニ
又
タ以
テ二長勝善巌
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和尚
ヲ一、為
二ナス
勧請開山
ト一、其
ノ功不
レ少
ナカラ
矣、開山善巌積和尚、二代全
応義 、当地人也、三代関堯鉄、生縁同前、四代龍円、羽州人也、五代達禅、当地人也、　　
東方山東福寺
常源寺末寺
小
湊ミナト
村東福寺
ハ者、常源三世陽山和尚、文禄年中
ニ建タツ
レ之
ヲ、開基
キ
ノ之縁、
都
テ不
レ詳
ナラ
也、開山陽山碩和尚、二代喜雲悦和尚、南部人也、三代融
山宿和尚、仙台人也、四代天山堯 生縁同前　　
深浦山宝泉寺
常源寺末寺
深浦村宝泉寺
ハ者、有
リ二古跡
ノ之名
一、曾
テ遭アフテ
二火
災サイ
ニ一成
二ンヌ
烏
ヲ有ユウ
ト一矣、何
レノ
時
カ又
タ崛クツ
起キ
シ、
漸ヤウヤク
復フク
二セリ
其
ノ本
ニ一也、初開
ノ之年再興
ノ之時、不
レ委クワシカラ
二
于
尋
一ルニ
矣、開山体岩道和尚、二代司悦二和尚、三代香室芳和尚、共生縁
不詳、四代明翁、当地人也、五代得岩道、羽州人也、六代独外白、生縁同前、　　
黒梵山保福寺
隣松寺末寺
黒石
ノ邑サト
保福寺
ハ者、慶安元年初開
ノ之寺
ナリ
也、蓋
シ黒石
ハ者、雖
トモ
自
レ古
繁栄
ノ之地
ニシテ
而諸宗皆有
リト一 レ
寺、独
リ欠
ク二曹洞
ノ一宗
ヲ一、故
ニ有
ルレ心
ロ二于禅法
ニ一
者、議
シテ
以
テ建
テレ之
ヲ、為
二レリ
隣松寺
ノ之末山
ト一也、開山月寒鶴和尚、
勧請開山
、二
代日巌朔和尚、当地人也、三代気翁英和尚、生縁同
レ前、新
ニ立
二仏殿
ヲ一、
四代骨寒徹和尚、生縁同
レ前、新
ニ立
ツ二庫裡
ヲ一、 五代通峰貫、生所同前、
六代徳岸三和尚、生縁同
レ前、
　　
太平山記
城
ノ之
坤ヒツジサルニ
有
レ丘矣、丘
ノ之中
ニ有
リレ寺矣、其
ノ数三十三院
ナリ
也、独
リ長
勝禅寺
ハ者、一丘
ノ肇チヤウ
基キニシテ
也、而耕春次
レケリ
之
レニ
、其
ノ余
ノ寺院、両寺山
門
ノ之前、分
二左右
ヲ一序ツイテ
二前後
ヲ一、櫛
クシノ如ニ
比
ヒ碁キノ如ニ
布
ク、門門相
イ対
シ、擔擔闘
角
ス、想
フニ
表
二スル
兜
ト率ソツ
内外
ノ之院
ヲ一者
ノ乎カ
、其
ノ為タル
レ境也、非
レシテ
山
ニ而如
クレ山
ノ、
匪
レシテ
市
ニ亦
タ近
シレ市
ニ、古杉挟
サシハサンテ
レ
路
ヲ列
ナリ
、老松囲
レンテ
寺
ヲ秀
ツ、音磬
キン
木魚、
雑然
トシテ
遥
ニ聞
ル者
ノハ
、朝課
クワ
夜誦、毎
ネニ
不
レ懈
ヲ也、香煙灯光隠然
トシテ
仄ホノカニ
　
見ミユ
ル者
ノハ
、祖参仏
詣ケイ
暫
クモ
不
レナリ
絶
ヘ也、故
ニ雖
二トモ
寺
ヲ旧フリタリト
一、而払拭
シテ
塵
リ不
レ
留トヽメ
レ跡
ヲ、雖
二トモ
樹
蔭カケロフト
一、而踏尽
シテ
草
サ不
レ潰トケ
レ茂シケリヲ
、如
ノレ是
ノ霊境、雖
二トモ
扶桑
闊
一シト
、掘
レシテ
指
ヲ可
レキカ
数
ツ乎、我
レ所
二以其
ノ為
二タル
霊境
一者
ノ、粗
ホヾ
知
レレリ
之
ヲ也、
寛文七年、新
ニ造
ル二先住僧
ノ無縫
ボウ
塔
ヲ一也、其
ノ夜有
レ鳥、集
二イテ
古杉
ノ之枝
ニ一、
唱
フ二仏法僧
ト一、其
ノ音徹妙
ニシテ
、人皆
ナ傾
レ聞
ヲ、又
タ同十二年、今
ノ　
太守
欲
レシテ
改
二作
ラント
曽祖母之廟
ヲ一、而及
レンコト
毀コホツニ
二其
ノ旧廟
ヲ一、霊芝数茎、挺然
トシテ
出
ツ焉、如
レ斯異禽霊草出生
ノ地、豈
ニ謂
二ンヤ
之
ヲ凡境
ト一哉、
爰コヽニ
居イ
爰コヽニ
処イテ
、
爰コヽニ
愛
二スル
此
ノ境
ヲ者
ノ徒タヽニ
見
テ其
ノ境之勝
一タルヲ
、而不
レンバ
察サツセ
二其
ノ徳
ノ之勝
スリレンコトヲ
一
、
則百年之後千歳之下、誰
レカ
称
二センヤ
之地霊
ニ人傑
一ナリト
耶、居
ル者思
レ之、
　　
兼平山居伝
禅師名
ハ本察、不
レ知
二何
ノ許トコロノ
人
一トヽ
也、少
シ時於
二イテ
関東
ニ一、専
ラ窮
ム二道学
ヲ一、
雖
二トモ
当時争
フレ名者
ノ切クイシハルト
一 レ
歯
ヲ、而不
レ可
レ当
二其
ノ鋒
一キニ
也、或
ル夜感
シ二護法
神
ノ之託
タク
ヲ一、頓
ニ謝
シ二名利
ノ之念
ヲ一欲
レシメ
終
二ント
生
ヲ於一廋
ソウ
笻ゲウ
一、而直
タヽチニ
到
リ二摂州
ニ一、
―　　―22
埋ウツモレテ
二
乎民
ニ一居
ル焉、
　
太守信牧公、偶
〳〵
在
リ二大坂
ニ一、微行
シテ
見マミユ
之、形容
不
レ凡
ナラ
、言語有
リレ味
イ、因
ツテ
而
誘コシライテ
云
ク、我
カ之所
ロレ領
ズル
率土
ノ浜、雪
降フルコト
甚
シヽ
矣、然
レトモ
而弗
ズレ乏トモシカラ
二
薪炭
タンニ
一、処処
ニ有
リ二温泉
一、猶
ヲ有
リレ便タヨリ
レ禦
レクニ
寒
ヲ也、師何
ンソ
惜
二ムマ
一往
ヲ一哉、察許諾
シテ
云
ク、憒閙
ノ之地、
素モトヨリ
非
ズ二我
カ
 
願
一イニ
、君先
ツ往ユケ
矣、我
レ逐
二ヲワント云
其
ノ塵アト
ヲ一、命
ズルニ
勧
二レトモ
駕輿
ヲ一、而不
レ就ツカ
焉、
徒行
シテ
到
ル二弘前
ニ一、脱
二シテ
鞋アイヲ
市鄽
ニ一、信宿悠然
タリ
、于
レ時長勝空
スレ席
ヲ、
　
太守
ノ之意有
レ令
レムルニ
継
レツカ
之
ヲ、察不
レ肯カエンセ
也、
　
太守
モ亦
タ不
レ能
レ強
ルコト
、
因
ツテ
而為
メニ
企クワタツ
二庵
ヲ於黒石
ニ一、弥
コヘテ
レ月
ヲ不
レ成ナラ
也、察往
イテ
見
ル之、其
ノ規キ
模広
大
ナリ
、 不
レ及
二再顧
一スルニ
、 転
二シテ
路
ヲ於桜庭
ニ一、 相
二ミテ
山
ノ之翠
スイ
微ビ
有
ルレ水処
ヲ一、 就
レイテ
樹
キニ
居
ル焉、僅
ニ容イルヽ
レ膝
ヲ許ハカリ
也、而
シテ
後
ニ移
ル二金平
ニ一、前後左右皆
ナ山
ニシテ
也、
而如
シレ闈
レムカ
屏
ヲ也、卓
二シテ
庵
ヲ其
ノ中
ニ一、孑影相
イ吊
フ、若
シ有
下レバ
男女
ノ贈
ル二米及
ヒ
菜
ヲ一者
ノ上、則男
ハ也、樊
カキノ
内
ニシテ
而受
ウケ
之、女
ハ也、樊
カキノ
外ソト
ニシテ
而受
ク之、只
タヽ
得
テ二
 
一日
ノ之分
ヲ一、余
ハ皆
ナ還
ヘス
之、
将スルノ
ニレ終
ント
焉日、告
二土民
一云
ク、死後必
ス勿
レベシ
用
二ルコト
棺槨
ヲ一、
直チキ
ニ薪
二エシテ
我
カ庵
ヲ一火葬
ヨト
、言
イ已
テ閉
ツレ目
ヲ、民
ミ如
二クス
其
ノ教
ノ一矣、
収
二シテ
骨曁
ヲヨビ
灰ハイヲ
一、塔
ス二其
ノ上
ニ一也、傍
ニ有
リ二甘棠
トウ
一株
チウ
、察
カ之平日手
カラ
自
カラ
所
ロレ
栽
ル、無
クレ剪キル
コト
無
レシテ
拝
ヲルコト
、蔽
ヘイ
二芾ヒタリ
于今
ニ一、由
テレ此
レニ
観
レレバ
之察
ハ也、法中
ノ
召公
ナル
也者
ノ乎カ
、不
レンハ
然
ラ則
使シムルコト
二 レ
民
ヲシテ
思
ハ
　
一 レ
之
ヲ何
ンソ
然シカリ
如
レナランヤ
此
ノ耶、年
月日時都
テ失
ス二于口碑
ニ一、書
二シテ
其
ノ所
ヲ
　
一 レ
聞
ケル
、以
テ伝
フ二于後
ニ一、古
ノ之貧
ハ者、
身窮
シテ
而道不
レ窮
セ、今
ノ之貧
ハ者、身窮
スレバ
則道
モ亦
タ窮
ス、察
カ乎、処
二イテ
古之
ノ貧
ニ一、而道全
ク不
ルレ窮
セ者
ノナリ
也、其
ノ謂
モ二身窮
ト一亦
タ有
ツレ心
ロ、而
固マコトニ
　
 
窮
スル
者
ノカ
乎、与
ト
二路傍無告
コク
ノ戚戚
ノ之貧
一、豈
アニ
レ可
二ンヤ
同
レシテ
日而語
ル一哉、今日
如
キレ予ヨカ
、
偶タマ〳〵
拾ヒロイ
二浮雲
ノ之
冨トミヲ
於利門名
ヒ一、得喪
焦コガス
レ思
イヲ
者
ノ、若
シ僅
モ以
テ二
此
ノ人
ヲ一為ナサバ
二清凉散
ト一、則其
ノ病
イ立
トコロニ
有
レンヤ
差
イユルコト
乎、胡
ンリ
其
レ遅ヲソカツヽルヤ
也哉、
梅田村之庵
ハ者、 延宝四年、 満蔵寺先住建
レ之、 長老鏡水、 主
ル二庵之事
ヲ一也、
小泊村
ノ之草菴
ハ、従
二勝岳院
一建
ツレ之
ヲ、蓋
シ明暦年中
ナリ
也、
十腰内村、弥陀堂并
ニ草菴
ハ者、寛文十一年、勝岳院先住建
レ之
ヲ、蓋
シ
弥陀堂
ハ者、道心西入
ト云モノ
者造
レリ
也、
中野
ノ
目ミ
村
ノ之庵
ハ者、寛文六年、万外
ト云
者
ノ建
レ之、清安寺
ノ末庵
ナリ
也、
松源菴
ハ者、承応二年、赤石村
締スグ
レ之
ヲ、菴地者清安寺寺領
ノ之内
ナリ
、庵
モ
亦
タ清安寺末庵
ナリ
也、法雷山慈雲院
ト者、本
ハ在
リ
二浅瀬石村
ニ一、長勝寺末
院
ナリ
也、慶長年中、移
二弘前
一来
ル、天和元年、住僧出歩
ノ之後、寺
ラ及
二
頽破
ニ一、而唯其号旧地耳
ノミ
在
リ之、
吾
ガ宗曾
テ雖
レトモ
佩
二ヲヒモノニスト
離リ
文字
ノ之印
ヲ一、而欲
スレ伝
レント
事
ヲ者
ノ、必
ス借
二ツテ
文
字
ヲ一而以
テ為
ス二載事
ノ之器
一モノト
也、于
レ茲コヽニ
耕春住僧黙道、
承ウケテ
二長勝寺主
ノ之
言
ヲ一、而選
二ベリ
曹洞諸寺院縁起
ヲ一也、葛藤
モ猶
ヲ可ベク
レ見ミツン
、糟粕
モ亦
タ有
レ味
イ矣、
自
レ是以後、要
レスル
知
二ント
本末新旧宗派異同
ノ之事
ヲ一者
ノ、以
レ是
レヲ
為
二夜行
ノ
之灯
ト一、則
チ大ヲヽイニ
可
レキカ
無
ル二錯シヤ
誤ゴ
一乎、随喜
シテ
因
ツテ
題
ス二于後
ニ一、
元禄壬
（十五年）
午孟
（七月）
秋七日
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